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人口と世帯数
《常住人口12.1現在》 

（　）内は前月比較

●人　口：
　男
　女

●世帯数：29,151世帯（＋68世帯）
●10月の出生数：26人
●10月の死亡数：89人

74,285人（－15人）
36,362人（－11人）
37,923人（－ 4人）

◯広報かさまに掲載されているあなたの写真を差し上げます。お問い合わせは秘書課（内線225）まで。
◯市ホームページモバイル版では、行政・災害などのさまざまな情報をお届けしています。

令和2年1月9日発行

広報かさまが
スマートフォン
で読めます

あけまして おめでとう！！

https://www.city.kasama.lg.jp/https://www.city.kasama.lg.jp/
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正月

窓口延長
サービス

2月の休日
救急診療当番

日曜日
水曜日

市役所本所
市役所本所

8：30～12：00
17：15～19：30

市民課（交付業務のみ）、収税課（月末のみ）
市民課、保険年金課、収税課

　私
は
現
在
61
歳
で
、
世
代
と
し
て
は
団
塊
世
代
の
次
に
あ
た
り
、
高
度

経
済
成
長
期
の
最
初
の
世
代
で
す
。
私
が
子
ど
も
の
頃
の
正
月
は
、
元
日

の
朝
に
氏
神
様
や
家
の
神
棚
、
井
戸
、
玄
関
等
に
お
そ
な
え
を
供
し
、
朝

食
に
母
の
手
作
り
の
雑
煮
や
お
せ
ち
料
理
を
食
べ
、
父
は
日
本
酒
を
飲
む
、

と
い
っ
た
日
本
の
一
般
家
庭
の
正
月
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　朝
食
の
後
は
近
く
の
神
社
に
初
詣
に
行
き
、
届
い
た
年
賀
状
に
目
を
通

し
、
返
事
を
書
く
。
こ
の
こ
と
も
元
日
の
習
慣
の
一
つ
で
す
。

　今
も
私
の
家
は
、
日
本
酒
を
除
い
て
当
時
と
同
じ
元
日
の
過
ご
し
方
を

し
て
い
ま
す
。

　現
在
の
正
月
と
い
う
と
、
年
賀
状
は
メ
ー
ル
に
姿
を
変
え
、
お
せ
ち
は

手
作
り
で
は
な
く
市
販
の
も
の
が
人
気
と
な
り
、家
族
や
親
せ
き
が
集
ま
っ

て
の
一
家
だ
ん
ら
ん
も
過
去
の
こ
と
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　変
わ
ら
な
い
の
は
、
子
ど
も
達
の
お
年
玉
を
も
ら
う
楽
し
み
、
喜
び
く

ら
い
で
し
ょ
う
か
。

　時
代
の
変
化
と
と
も
に
正
月
の
姿
が
変
化
す
る
こ
と
は
当
然
で
は
あ
り

ま
す
が
、
昔
を
知
る
一
人
と
し
て
は
寂
し
い
思
い
も
あ
り
ま
す
。

　日
本
の
社
会
に
は
、
一
年
の
中
で
多
く
の
伝
統
的
な
行
事
・
風
習
・
イ

ベ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。
時
代
が
移
り
変
わ
り
、
現
代
化
し
て
い
く
中
に
お

い
て
も
、
日
本
な
ら
で
は
の
良
き
伝
統
は
大
切
に
守
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

Contents Column

市長コラム

［1月号］No.166
新年のごあいさつ

笠間市10大ニュース・魅力ランキング

まちおこしのスパイス

からだと向き合う

情報しっとく日和!

Face to Face

Andrew Abroad

かさま企業セレクション

Hot People

コンデキ

かさまぽけっと はじめてのお誕生日

熱血少年少女応援部

桃宴

04

06

08

09

10

15

16

17

18

20

22

23

24

※ 上記以外の窓口の延長業務は行っていません。

曜日 場所 時間 窓口延長課

9：00～17：00

お知らせ 今
月
の

［表紙］

門松が飾られたかさま歴史交流館
井筒屋を背景に、令和２年の干支
のネズミ（陶芸家 大崎透さん作）を
撮影しました。

［題字］

関 紫芳さん（書作家／大古山在住）
せき し ほう

※平日夜間19：00～21：00（土曜日・祝日・年末年始を除く）
　 は笠間市立病院で初期救急診療を行っています。
※当番医は変更になる場合があります。
※急な病気で心配なとき、医療機関をお探しのときは
　 ご利用ください。24時間365日対応です。
子ども救急電話相談

おとな救急電話相談
短縮ダイヤル ♯8000 または TEL.03-5367-2367

短縮ダイヤル ♯7119 または TEL.03-5367-2365

毎週日曜

2月11日（火）

2月24日（月）

笠間市立病院

立川記念病院

磯医院

0296-77-0034

0296-77-7211

0296-74-4790

日付・曜日 病院名 電話番号

おおさきとおる

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
に

畑は
た

岡お
か

奈な

紗さ

さ
ん
が
決
定

　
今
年
開
催
の
東
京
五
輪
聖
火
リ
レ
ー
の
県
内
を
走
る

聖
火
ラ
ン
ナ
ー
に
、
我
ら
が
笠
間
市
の
誇
り
、
畑
岡
奈

紗
選
手
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
聖
火
リ
レ
ー
が
行
わ
れ
る
日
本
全
国
47
都
道

府
県
の
ル
ー
ト
も
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
3
月
26
日
に
福

島
県
を
出
発
し
、
茨
城
県
は
45
番
目
で
7
月
5
日
、
6

日
の
両
日
に
16
市
町
で
実
施
さ
れ
ま
す
。
笠
間
市
は
県

内
1
日
目
（
7
月
5
日
）
の
ル
ー
ト
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
ス
タ
ー
ト
は
笠
間
芸
術
の
森
公
園
で
国
道
3
5
5
号

を
通
り
、
笠
間
稲
荷
神
社
が
ゴ
ー
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
も
楽
し
み

で
す
が
、
新
た
な
楽
し
み
が
増
え
ま
し
た
。

■畑岡奈紗さん
　（プロゴルファー）
　コメント

「二度と無いことだと思い
ますので、そのことをしっ
かりかみしめて走りたい
と思います。」
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正月

窓口延長
サービス

2月の休日
救急診療当番

日曜日
水曜日

市役所本所
市役所本所

8：30～12：00
17：15～19：30

市民課（交付業務のみ）、収税課（月末のみ）
市民課、保険年金課、収税課

　私
は
現
在
61
歳
で
、
世
代
と
し
て
は
団
塊
世
代
の
次
に
あ
た
り
、
高
度

経
済
成
長
期
の
最
初
の
世
代
で
す
。
私
が
子
ど
も
の
頃
の
正
月
は
、
元
日

の
朝
に
氏
神
様
や
家
の
神
棚
、
井
戸
、
玄
関
等
に
お
そ
な
え
を
供
し
、
朝

食
に
母
の
手
作
り
の
雑
煮
や
お
せ
ち
料
理
を
食
べ
、
父
は
日
本
酒
を
飲
む
、

と
い
っ
た
日
本
の
一
般
家
庭
の
正
月
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　朝
食
の
後
は
近
く
の
神
社
に
初
詣
に
行
き
、
届
い
た
年
賀
状
に
目
を
通

し
、
返
事
を
書
く
。
こ
の
こ
と
も
元
日
の
習
慣
の
一
つ
で
す
。

　今
も
私
の
家
は
、
日
本
酒
を
除
い
て
当
時
と
同
じ
元
日
の
過
ご
し
方
を

し
て
い
ま
す
。

　現
在
の
正
月
と
い
う
と
、
年
賀
状
は
メ
ー
ル
に
姿
を
変
え
、
お
せ
ち
は

手
作
り
で
は
な
く
市
販
の
も
の
が
人
気
と
な
り
、家
族
や
親
せ
き
が
集
ま
っ

て
の
一
家
だ
ん
ら
ん
も
過
去
の
こ
と
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　変
わ
ら
な
い
の
は
、
子
ど
も
達
の
お
年
玉
を
も
ら
う
楽
し
み
、
喜
び
く

ら
い
で
し
ょ
う
か
。

　時
代
の
変
化
と
と
も
に
正
月
の
姿
が
変
化
す
る
こ
と
は
当
然
で
は
あ
り

ま
す
が
、
昔
を
知
る
一
人
と
し
て
は
寂
し
い
思
い
も
あ
り
ま
す
。

　日
本
の
社
会
に
は
、
一
年
の
中
で
多
く
の
伝
統
的
な
行
事
・
風
習
・
イ

ベ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。
時
代
が
移
り
変
わ
り
、
現
代
化
し
て
い
く
中
に
お

い
て
も
、
日
本
な
ら
で
は
の
良
き
伝
統
は
大
切
に
守
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

Contents Column

市長コラム

［1月号］No.166
新年のごあいさつ

笠間市10大ニュース・魅力ランキング

まちおこしのスパイス

からだと向き合う

情報しっとく日和!

Face to Face

Andrew Abroad

かさま企業セレクション

Hot People

コンデキ

かさまぽけっと はじめてのお誕生日

熱血少年少女応援部

桃宴

04

06

08

09

10

15

16

17

18

20

22

23

24

※ 上記以外の窓口の延長業務は行っていません。

曜日 場所 時間 窓口延長課

9：00～17：00

お知らせ 今
月
の

［表紙］

門松が飾られたかさま歴史交流館
井筒屋を背景に、令和２年の干支
のネズミ（陶芸家 大崎透さん作）を
撮影しました。

［題字］

関 紫芳さん（書作家／大古山在住）
せき し ほう

※平日夜間19：00～21：00（土曜日・祝日・年末年始を除く）
　 は笠間市立病院で初期救急診療を行っています。
※当番医は変更になる場合があります。
※急な病気で心配なとき、医療機関をお探しのときは
　 ご利用ください。24時間365日対応です。
子ども救急電話相談

おとな救急電話相談
短縮ダイヤル ♯8000 または TEL.03-5367-2367

短縮ダイヤル ♯7119 または TEL.03-5367-2365

毎週日曜

2月11日（火）

2月24日（月）

笠間市立病院

立川記念病院

磯医院

0296-77-0034

0296-77-7211

0296-74-4790

日付・曜日 病院名 電話番号

おおさきとおる
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新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

笠
間
市
長  

山
口
伸
樹

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
輝
か
し
い
新
春
を

お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
を
振
り
返
っ
て

　

５
月
１
日
、
新
天
皇
の
御
即
位
に
合
わ
せ

て
、
元
号
が
「
平
成
」
か
ら
「
令
和
」
に
改

ま
り
ま
し
た
。
新
元
号
初
日
に
は
、
婚
姻
届

の
受
付
や
バ
ル
ー
ン
リ
リ
ー
ス
な
ど
の
記
念

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
、
新
し
い
時
代
の
到

来
を
御
祝
い
い
た
し
ま
し
た
。

　

秋
に
は
、
天
皇
陛
下
御
即
位
記
念
第
74
回

国
民
体
育
大
会「
い
き
い
き
茨
城
ゆ
め
国
体
」

が
開
催
さ
れ
、
本
市
ゆ
か
り
の
選
手
も
活
躍

し
、
茨
城
県
が
45
年
ぶ
り
に
天
皇
杯
・
皇
后

杯
を
獲
得
い
た
し
ま
し
た
。

　

本
市
で
は
、「
軟
式
野
球
」「
ク
レ
ー
射
撃
」

「
ゴ
ル
フ
」
と
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
ス

ポ
ー
ツ
「
合
気
道
」
競
技
を
開
催
し
、
全
国

か
ら
訪
れ
た
選
手
や
競
技
関
係
者
、
観
客
な

ど
の
多
く
の
方
々
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
競
技
運
営
等
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き

ま
し
た
市
民
の
皆
様
、
関
係
各
位
に
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
三
笠
宮
彬
子
女
王
殿
下
や
高

円
宮
承
子
女
王
殿
下
、
秋
篠
宮
眞
子
内
親
王

殿
下
が
本
市
に
お
成
り
に
な
り
、
各
御
視
察

先
で
集
ま
っ
た
市
民
の
方
々
と
笑
顔
で
会
話

を
交
わ
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ホ
ス
ト

タ
ウ
ン
の
台
湾
と
の
交
流
で
は
、
台
湾
ゴ
ル

フ
選
手
事
前
キ
ャ
ン
プ
の
合
意
や
学
校
給
食

に
「
台
湾
バ
ナ
ナ
」
を
提
供
し
食
を
通
じ
た

交
流
促
進
な
ど
、
笠
間
台
湾
交
流
事
務
所
が

拠
点
と
な
り
、
観
光
や
ス
ポ
ー
ツ
、
食
文
化
、

さ
ら
に
は
、
台
北
市
と
の
交
流
を
進
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

エ
チ
オ
ピ
ア
と
の
交
流
で
は
、
国
際
大
会

メ
ダ
リ
ス
ト
の
ス
ポ
ー
ツ
国
際
交
流
員
の
採

用
や
、
市
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
へ
の
多
く

の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
メ
ダ
リ
ス
ト
の
参
加
、
中

学
生
の
派
遣
な
ど
の
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

本
年
は
、
い
よ
い
よ
２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
本
市
出
身
選
手
の
活
躍
を
大
い
に
期
待

す
る
と
と
も
に
、
７
月
５
日
の
聖
火
リ
レ
ー

を
市
民
の
皆
様
と
盛
り
上
げ
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
成
功
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
記
録
的
大
雨
を
も
た
ら
し
た
九
州

北
部
豪
雨
や
令
和
元
年
台
風
19
号
な
ど
、
雨

風
に
よ
る
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
す
自
然
災

害
が
数
多
く
発
生
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

自
然
災
害
に
対
し
、
市
民
の
命
を
守
り
、
地

域
・
経
済
社
会
に
致
命
的
な
被
害
を
負
わ
せ

ず
、
迅
速
な
復
旧
復
興
に
資
す
る
施
策
を
計

画
的
に
推
進
す
る
た
め
、
災
害
対
策
の
強
化

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
新
年
の
抱
負

　

平
成
か
ら
令
和
へ　

新
し
い
時
代
が
幕
を

開
け
ま
し
た
。

　

我
が
国
が
目
指
す
べ
き
未
来
社
会
の
姿
と

し
て
提
唱
し
たSociety5.0

で
は
、
Ｉ
ｏ

Ｔ
で
全
て
の
人
と
モ
ノ
が
つ
な
が
り
新
た
な

価
値
が
生
ま
れ
る
社
会
、人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）

に
よ
り
必
要
な
情
報
が
必
要
な
時
に
提
供
さ

れ
る
社
会
、
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
の
技
術
で
人
の

可
能
性
が
ひ
ろ
が
る
社
会
で
、
経
済
発
展
と

社
会
的
課
題
の
解
決
を
両
立
し
て
い
く
新
た

な
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
日
本
全
体
が
本
格
的
な
少
子
高

齢
化
社
会
に
突
入
し
、
様
々
な
分
野
で
新
た

な
課
題
が
生
じ
て
お
り
、
更
に
は
、
環
境
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
も
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
国
に
お
い
て
は
、
防
災
・

減
災
対
策
に
よ
る
国
土
強
靭
化
や
生
涯
現
役

社
会
を
目
指
し
た
雇
用
制
度
改
革
、
全
世
代

型
の
社
会
保
障
制
度
改
革
な
ど
の
取
り
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
少
子
・
高
齢
化

の
克
服
や
産
業
の
活
性
化
と
い
っ
た
課
題
に

対
し
て
、「
第
２
次
総
合
計
画
」
や
「
地
方

創
生
総
合
戦
略
」
に
基
づ
き
、
新
た
な
時
代

の
「
ひ
と
・
ま
ち
・
も
の
づ
く
り
」
の
取
り

組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

昭和39年に市内で行われた
東京オリンピック聖火リレーの様子

令和元年11月にみなみ学園義務教育学校で
行われた総合防災訓練の様子
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◇
ひ
と

　

ま
ず
始
め
に
、「
ひ
と
づ
く
り
」
に
つ
い

て
は
、
全
世
代
に
お
け
る
人
材
育
成
及
び
確

保
策
を
展
開
し
ま
す
。

　

子
ど
も
の
発
達
支
援
を
担
う
保
健
・
教
育
・

福
祉
３ 

分
野
の
中
心
と
な
る
機
関
と
し
て
、

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
を
令
和

２
年
４
月
に
開
設
い
た
し
ま
す
。
子
ど
も
の

発
達
状
況
に
応
じ
て
、
各
種
施
設
や
専
門
機

関
と
も
連
携
協
力
し
、
質
の
高
い
支
援
を
提

供
し
て
い
き
ま
す
。

　

教
育
環
境
の
整
備
と
し
て
、
教
育
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
化
、
ト
イ
レ
の
洋
式
化
、
み
な
み
学
園
義

務
教
育
学
校
校
舎
の
一
体
化
に
向
け
た
整
備

を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
発
達
障
害
や
い
じ
め
・
不
登
校
な

ど
、特
別
な
配
慮
を
要
す
る
子
ど
も
た
ち
や
、

ひ
き
こ
も
り
に
適
切
な
支
援
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
東
京
で
の
開
催
は
１
９
６
４
年

（
昭
和
39
年
）
の
大
会
以
来
56
年
ぶ
り
と
な

る
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
大
会
の
機
運
醸
成
を
図
る
た
め
、
関
連
イ

ベ
ン
ト
の
実
施
や
、ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
の
台
湾
、

エ
チ
オ
ピ
ア
な
ど
と
の
交
流
拡
大
を
進
め
ま

す
。◇

も
の

　

次
に
、「
も
の
づ
く
り
」
に
つ
い
て
は
、

公
民
連
携
に
よ
る
強
い
産
業
を
育
成
し
ま

す
。

　

昨
年
ま
で
に
茨
城
中
央
工
業
団
地
に
は
、

５
社
の
企
業
進
出
が
決
定
し
て
い
ま
す
。
今

後
も
地
域
経
済
の
活
性
化
や
雇
用
機
会
の
創

出
の
た
め
、
早
期
の
操
業
開
始
に
向
け
た
支

援
な
ど
、
更
な
る
企
業
誘
致
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

　

農
業
従
事
者
の
減
少
や
高
齢
化
の
進
行
に

よ
る
後
継
者
不
足
が
社
会
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
新
た
に
農
業
を
始
め
る
方
に
対
し
て

は
、
就
農
相
談
や
就
農
の
準
備
段
階
か
ら
の

サ
ポ
ー
ト
な
ど
に
よ
り
総
合
的
に
支
援
し
て

い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
栗
農
家
の
経
営
規
模
拡
大
や
栗
の

品
質
向
上
に
つ
い
て
も
継
続
し
て
取
り
組
み

ま
す
。

　

観
光
振
興
で
は
、「
笠
間
台
湾
交
流
事
務

所
」
を
拠
点
と
し
つ
つ
、
周
辺
自
治
体
と
の

広
域
的
な
連
携
を
図
る
こ
と
で
、
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
・
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
の
取
り
組
み
を
進

め
ま
す
。

◇
ま
ち

　

次
に
、「
ま
ち
づ
く
り
」
に
お
い
て
は
、

各
拠
点
の
持
続
性
及
び
活
用
を
強
化
し
ま

す
。

　

交
通
、
観
光
、
産
業
な
ど
様
々
な
分
野
に

お
け
る
交
流
の
拠
点
と
な
る
「
道
の
駅
」
の

整
備
に
つ
い
て
は
、
令
和
３
年
秋
の
完
成
を

目
指
し
て
、
建
築
工
事
の
発
注
な
ど
、
本
格

的
な
整
備
に
着
手
い
た
し
ま
す
。

　

旧
畜
産
試
験
場
跡
地
の
隣
接
地
に
、
多
目

的
芝
生
広
場
や
健
康
・
複
合
遊
具
、
ジ
ョ
ギ

ン
グ
コ
ー
ス
な
ど
を
備
え
、
有
事
の
際
に
も

避
難
場
所
等
と
し
て
活
用
可
能
な
「
多
目
的

広
場
」
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
公
民
連
携
に
よ
る
「
あ
た
ご
天
狗

の
森
ス
カ
イ
ロ
ッ
ジ
」
を
活
用
し
た
グ
ラ
ン

ピ
ン
グ
施
設
の
整
備
な
ど
、
公
共
施
設
等
既

存
ス
ト
ッ
ク
の
有
効
活
用
を
図
る
こ
と
で
、

交
流
人
口
の
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み
を
充

実
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。 

　

近
年
頻
発
す
る
異
常
気
象
に
よ
る
自
然
災

害
か
ら
市
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
、

停
電
対
策
や
防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
、

拠
点
避
難
所
等
の
充
実
な
ど
、
防
災
対
策
の

更
な
る
強
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

世
界
規
模
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
の
問
題
に
対
し
、
昨
年
、
市
役

所
で
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
た
「
ワ
ン
ウ
ェ

イ
（
使
い
捨
て
）
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」
削
減
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
、
今
後
は
、
市
民
や
市

内
企
業
な
ど
に
も
積
極
的
に
呼
び
か
け
て
い

き
ま
す
。

　

エ
コ
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
か
さ
ま
と
環
境
セ
ン

タ
ー
の
２
施
設
で
処
理
し
て
い
る
ご
み
処
理

体
制
の
統
一
化
に
向
け
た
検
討
や
、
筑
北
環

境
衛
生
組
合
と
茨
城
地
方
広
域
環
境
事
務
組

合
で
処
理
し
て
い
る
、
し
尿
処
理
体
制
の
検

討
、
さ
ら
に
は
、
消
防
署
の
建
て
替
え
に
伴

う
消
防
体
制
の
見
直
し
や
下
水
道
料
金
等
の

公
共
料
金
の
在
り
方
な
ど
、
人
口
減
少
社
会

に
お
け
る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
ま
す
。

　

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
デ
ザ
イ
ン
の
ま
ち
づ
く

り
の
実
現
を
目
指
し
て
、
年
齢
、
性
別
、
国

籍
、
障
害
の
有
無
等
に
か
か
わ
ら
ず
、
誰
も

が
活
躍
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
市
役
所
本
庁
舎
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
に
併
せ
て
、ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス（
転

入
・
転
出
・
出
生
手
続
き
）
や
シ
ス
テ
ム
の

導
入
に
よ
る
窓
口
手
続
き
の
効
率
化
等
に
よ

り
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

以
上
、
本
年
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
抱
負
の

一
端
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
子
年
」
は
十
二
支
の
第
一
番
目
の
干
支

で
す
。
新
た
な
創
造
の
拡
大
に
よ
り
、
県
内

自
治
体
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
、
笠
間

市
の
未
来
の
た
め
に
挑
戦
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
な
お
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
皆
様
に
と
り
ま
し
て
希
望
に

満
ち
た
年
に
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り

申
し
上
げ
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

かさま陶芸の里ハーフマラソン大会に参加した
エチオピア訪問団のみなさん
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市民が選ぶ、
笠間の魅力
ランキング!
1,000人に対して2年に１回行われている市民実感度調査にあわせて、市民のみなさんに笠間の魅力を聞いてみました！今回はその中からトップ10をご紹介します。

堂々の1位は自然の豊かさ。愛宕山や吾国山をはじめとした山々や、美しい田園風景が広がってい
る所が好きという方が多い結果となりました。「落ち着く」「のどか」といった雰囲気も好まれている
ようです。

■スイーツ
　7月、茨城おみやげ大賞の旅みやげ部門で、（有）ナガタフーズの「すいー
とまろん」が“大賞”受賞を皮切りにコラボ企画によって数々の商品が生み
出されました。
　・山崎製パンのランチパック「笠間市産和栗入りクリーム＆ホイップ」
　・イオンの「笠間の栗のモンブラン」や「笠間の栗モンブランガレット」
　・笠間市「栗」、那珂市「かぼちゃ」、行方市「さつまいも」の３市特産品で新

たな茨城スイーツ「いもくりなんきん」
■企画
　・JR東日本水戸支社が、笠間の栗を中心に「笠間ライフスタイル」のモニターツアーを実施。
　・東京駅の人気店が「笠間栗フェアin東京駅」を開催。東京駅動輪の広場に笠間工芸の丘が出店し笠間マルシェも開催。

1位 自然が豊か（133票）

江戸時代からの歴史を持つ伝統的工芸品。約
250人の陶芸家や窯元がいる窯業産地で、陶
芸美術館、笠間工芸の丘などの施設や、春の
大陶器市「陶炎祭」など、焼き物文化がまちに
根付いています。

デモスポ「合気道」
をはじめ、軟式野
球、クレー射撃、
ゴルフが 市 内で
開催されました。
総合開閉会式の
笠松運動公園陸

上競技場には、シンボルの炬火台に笠間焼が用いられま
した。笠間市の炬火は、笠間稲荷神社の献燈祭の火をいた
だき誕生。また、皇族の彬子さま、承子さま、眞子さまがお
成りになられ、それぞれ市内競技等をご視察されました。茨城の中央に位置し、JR常磐線と水戸線の結

節点、高速道路の常磐道と北関東道の結節点
があるため、どの方面にもアクセスしやすい
点が評価されました。特急が停まる点や渋滞
が少ない点も魅力にあがっていました。

笠間で観光といえば、まず笠間稲荷神社。日
本三大稲荷のひとつで、初詣には80万人以
上の参拝者が訪れ、初詣参拝者数は茨城県内
1位を誇ります。また、日本最古の菊まつりも
必見です。

2位 笠間焼 3位 交通の便が良い（103票） （80票） 4位 笠間稲荷神社（73票）

笠間市の魅力を友人にどの程度おすすめしたいですか？
（とてもおすすめしたいが10、まったくおすすめしたくないが0）

　平均 5.71（地域推奨意欲）
地域を良くする活動をしたいと思いますか？

（とても活動したいが10、まったく活動したくないが0）

　平均 5.22（地域活動意欲）
地域のために活動する人々に対して感謝を感じますか？

（とても感謝しているが10、どうでもいいが0）

　平均 7.54（地域感謝意欲）

お忙しい中アンケートに答えてくださった皆さん本当にありがとうございました。
市民の方が自分のまちの魅力を語れるって素敵ですよね。
そんな人が少しでも増えるように、これからも魅力をいっぱいPRしていきますね！

【問い合わせ】
　　秘書課（内線225）

こんな質問もしてみました!5位

6位

6位

6位

8位

9位

10位 7位

8位

9位

10位

笠間の栗（52票）

医療が充実している（37票）

災害が少ない（37票）

公園（29票）

農産物がおいしい（28票）

生活しやすい（27票）

ニュース笠間市2019
年 10大

1 栗を使ったコラボ

2 茨城国体

日本陶芸展で笠間市出身者がＷ受賞
（大賞・桂宮賜杯／ごみけんじさん　文部科学大臣賞／アイザワリエさん）

市立図書館7年連続貸し出し日本一（人口８万人以下）

笠間市で性的マイノリティパートナーシップ制度が始まる

クルーズトレインTRAIN SUITE四季島が友部駅に入線

かさま応援大使、笠間特別観光大使を新たに任命

東京五輪の際の台湾、エチオピア、タ
イのホストタウンとして交流を開始。
台湾とは、笠間台湾交流事務所開設
1周年記念事業の中で、台湾ゴルフ協
会と台湾ゴルフチームの事前キャン

プ地として協定を締結。また、食の文化交流の協定を結び11月に市内小中学校
の給食に台湾バナナが提供されました。
エチオピアは、陸上競技で連携。エチオピアの英雄で長距離界のスーパース
ター、アベベ・メコネン氏を笠間市国際交流員として招き、市内中学校で陸上の
指導を行っています。

3 2020東京オリンピック・
パラリンピック
ホストタウン交流

4月に新元号が発表され、5
月から令和の時代に。新元
号発表と同時に市内在住
の書道 家 米川香庵書の

「令和」を玄関ホールに掲
げました。5月1日には新元

号初日を記念し婚姻届の受け付けを行うとともに記帳台を設けまし
た。また陶炎祭会場では、来場者と501個の令和風船を飛ばし、令和
の時代を祝福しました。

4 平成から
令和へ

ゴルフ界のスーパースター
畑岡奈紗選手が、女子プロ
ゴルフメジャー大会の日本
女子オープンゴルフ選手権

を制し、3度目の頂点に。史上3人目の快挙をなしとげ史上最年少で
のメジャー4勝を達成しました。

5

6

9

女子プロゴルフ
畑岡奈紗選手
が大活躍

よねかわこうあん
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市民が選ぶ、
笠間の魅力
ランキング!
1,000人に対して2年に１回行われている市民実感度調査にあわせて、市民のみなさんに笠間の魅力を聞いてみました！今回はその中からトップ10をご紹介します。

堂々の1位は自然の豊かさ。愛宕山や吾国山をはじめとした山々や、美しい田園風景が広がってい
る所が好きという方が多い結果となりました。「落ち着く」「のどか」といった雰囲気も好まれている
ようです。

■スイーツ
　7月、茨城おみやげ大賞の旅みやげ部門で、（有）ナガタフーズの「すいー
とまろん」が“大賞”受賞を皮切りにコラボ企画によって数々の商品が生み
出されました。
　・山崎製パンのランチパック「笠間市産和栗入りクリーム＆ホイップ」
　・イオンの「笠間の栗のモンブラン」や「笠間の栗モンブランガレット」
　・笠間市「栗」、那珂市「かぼちゃ」、行方市「さつまいも」の３市特産品で新

たな茨城スイーツ「いもくりなんきん」
■企画
　・JR東日本水戸支社が、笠間の栗を中心に「笠間ライフスタイル」のモニターツアーを実施。
　・東京駅の人気店が「笠間栗フェアin東京駅」を開催。東京駅動輪の広場に笠間工芸の丘が出店し笠間マルシェも開催。

1位 自然が豊か（133票）

江戸時代からの歴史を持つ伝統的工芸品。約
250人の陶芸家や窯元がいる窯業産地で、陶
芸美術館、笠間工芸の丘などの施設や、春の
大陶器市「陶炎祭」など、焼き物文化がまちに
根付いています。

デモスポ「合気道」
をはじめ、軟式野
球、クレー射撃、
ゴルフが 市 内で
開催されました。
総合開閉会式の
笠松運動公園陸

上競技場には、シンボルの炬火台に笠間焼が用いられま
した。笠間市の炬火は、笠間稲荷神社の献燈祭の火をいた
だき誕生。また、皇族の彬子さま、承子さま、眞子さまがお
成りになられ、それぞれ市内競技等をご視察されました。茨城の中央に位置し、JR常磐線と水戸線の結

節点、高速道路の常磐道と北関東道の結節点
があるため、どの方面にもアクセスしやすい
点が評価されました。特急が停まる点や渋滞
が少ない点も魅力にあがっていました。

笠間で観光といえば、まず笠間稲荷神社。日
本三大稲荷のひとつで、初詣には80万人以
上の参拝者が訪れ、初詣参拝者数は茨城県内
1位を誇ります。また、日本最古の菊まつりも
必見です。

2位 笠間焼 3位 交通の便が良い（103票） （80票） 4位 笠間稲荷神社（73票）

笠間市の魅力を友人にどの程度おすすめしたいですか？
（とてもおすすめしたいが10、まったくおすすめしたくないが0）

　平均 5.71（地域推奨意欲）
地域を良くする活動をしたいと思いますか？

（とても活動したいが10、まったく活動したくないが0）

　平均 5.22（地域活動意欲）
地域のために活動する人々に対して感謝を感じますか？

（とても感謝しているが10、どうでもいいが0）

　平均 7.54（地域感謝意欲）

お忙しい中アンケートに答えてくださった皆さん本当にありがとうございました。
市民の方が自分のまちの魅力を語れるって素敵ですよね。
そんな人が少しでも増えるように、これからも魅力をいっぱいPRしていきますね！

【問い合わせ】
　　秘書課（内線225）

こんな質問もしてみました!5位

6位

6位

6位

8位

9位

10位 7位

8位

9位

10位

笠間の栗（52票）

医療が充実している（37票）

災害が少ない（37票）

公園（29票）

農産物がおいしい（28票）

生活しやすい（27票）

ニュース笠間市2019
年 10大

1 栗を使ったコラボ

2 茨城国体

日本陶芸展で笠間市出身者がＷ受賞
（大賞・桂宮賜杯／ごみけんじさん　文部科学大臣賞／アイザワリエさん）

市立図書館7年連続貸し出し日本一（人口８万人以下）

笠間市で性的マイノリティパートナーシップ制度が始まる

クルーズトレインTRAIN SUITE四季島が友部駅に入線

かさま応援大使、笠間特別観光大使を新たに任命

東京五輪の際の台湾、エチオピア、タ
イのホストタウンとして交流を開始。
台湾とは、笠間台湾交流事務所開設
1周年記念事業の中で、台湾ゴルフ協
会と台湾ゴルフチームの事前キャン

プ地として協定を締結。また、食の文化交流の協定を結び11月に市内小中学校
の給食に台湾バナナが提供されました。
エチオピアは、陸上競技で連携。エチオピアの英雄で長距離界のスーパース
ター、アベベ・メコネン氏を笠間市国際交流員として招き、市内中学校で陸上の
指導を行っています。

3 2020東京オリンピック・
パラリンピック
ホストタウン交流

4月に新元号が発表され、5
月から令和の時代に。新元
号発表と同時に市内在住
の書道 家 米川香庵書の

「令和」を玄関ホールに掲
げました。5月1日には新元

号初日を記念し婚姻届の受け付けを行うとともに記帳台を設けまし
た。また陶炎祭会場では、来場者と501個の令和風船を飛ばし、令和
の時代を祝福しました。

4 平成から
令和へ

ゴルフ界のスーパースター
畑岡奈紗選手が、女子プロ
ゴルフメジャー大会の日本
女子オープンゴルフ選手権

を制し、3度目の頂点に。史上3人目の快挙をなしとげ史上最年少で
のメジャー4勝を達成しました。

5

6

9

女子プロゴルフ
畑岡奈紗選手
が大活躍

よねかわこうあん
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今
年
の
目
標
！

　笠
間
の
魅
力
を

　
　も
っ
と
伝
え
た
い
！！

　明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　昨
年
６
月
に
笠
間
に
移
住
し
、
あ
っ

と
い
う
間
に
半
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。茨

城
弁
も
多
少
は
聞
き
取
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
て
、「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

方
で
す
よ
ね
？
」
と
か
「
岡
本
さ
ん
」

と
、
名
前
を
呼
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
も

増
え
、
少
し
ず
つ
笠
間
に
溶
け
込
ん
で

い
る
の
で
は
？
と
感
じ
、
嬉
し
い
限
り

で
す
。

　一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
。協
力
隊

と
し
て
活
動
し
て
き
た
こ
の
半
年
間
を

振
り
返
り
、
取
り
組
み
を
整
理
し
て
み

ま
し
た
。

　私
の
協
力
隊
と
し
て
の
命
題
は
、

「
笠
間
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
の
運
営
強

化
」
で
す
。特
に
農
産
物
直
売
所
を
盛

り
上
げ
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
必

要
不
可
欠
な
場
所
に
す
る
こ
と
。何
が

正
解
な
の
か
は
手
探
り
状
態
で
す
が
、

直
売
所
で
新
た
に
始
め
た
こ
と
は
、
商

品
陳
列
レ
イ
ア
ウ
ト
の
変
更
や
商
品

P
O
P
の
作
成
、
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
の
設

置
、
焼
き
栗
販
売
（
12
月
で
一
旦
終

了
）、
各
種
イ
ベン
ト
へ
の
P
R
出
展
な

ど
で
す
。

　反
省
点
と
し
て
は
、
直
売
所
で
の
活

動
ば
か
り
と
な
り
、
笠
間
の
さ
ま
ざ
ま

な
魅
力
を
感
じ
た
り
発
信
し
た
り
で

　地域おこし協力隊とは、総務省が平成21年度から取り組んでいる制度で、都市部の意欲ある人材が
地方へ移住（最長3年）し、地域力の維持・強化を目的とした支援活動を行うものです。

55歳。兵庫県より移住。55歳。兵庫県より移住。

おかおか もともと こうこう じじ

隊員隊員

【問い合わせ】 秘書課（内線224）

フェイスブックもご覧ください Facebook▶https://www.facebook.com/Kasamartowa

き
な
か
っ
た
こ
と
。な
の
で
今
年
の
目
標

は
、
笠
間
の
魅
力
を
全
身
で
感
じ
取

り
、
感
じ
取
っ
た
魅
力
を
よ
り
多
く
の

人
に
伝
え
る
。で
き
れ
ば
私
の
生
ま
れ

育
っ
た
大
阪
や
神
戸
、
姫
路
に
ま
で
広

げ
て
い
き
た
い
で
す
。

　皆
さ
ん
！
本
年
も
何
と
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

★
最
後
に

　こ
の
ペー
ジ
の
右
端
に
あ
る
ク
ー
ポ
ン

券
を
切
り
取
っ
て
、
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン

農
産
物
直
売
所（
笠
間
市
本
戸
４
２
５

８
）
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。コ
ー
ヒ
ー
・

わ
た
菓
子
・
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
の
い
ず
れ
か

１
品
と
交
換
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

焼き栗も焼けるようになりました 直売所レイアウト

公民館まつり キッズコーナー

商品のPOP
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やさしい保険プラザ友部スクエア店

お気軽に
ご相談ください

新年、明けましておめでとうございます。
旧年中はたくさんのご愛顧いただき、ありがとうございました。
本年もスタッフ一同、皆さまのお役に立てるよう努めてまいりますので
どうぞよろしくお願いいたします。

　やさしい保険プラザでは生命保険会社25社、損害保険会社12社の取扱いが
ございます。
　ご加入中の保険の見直し相談や新規加入のお手続き、給付金請求まで、丁寧な
ご案内とアフターサービスに努めております。ぜひお気軽に、ご来店ください。

と

救急医療は適正に受診しましょう

救急医療の受診に迷ったら…

　大切な命や健康を守るため、救急医療機関では、休日や夜間でも救急患者の診療を行っています。
　休日や夜間の救急医療は、限られたスタッフや設備で運営しています。緊急性の低い軽症の患者が集中
すると、救急の患者に対する治療の遅れを招きます。
　十分な治療や検査を受けるため、かかりつけ医をもち、スタッフや設備が整っている通常の診療時間内
に受診することを心がけるようにしてください。
　皆さんが安心して医療を受けられる体制を維持するためには、一人一人の適正な受診が必要です。ご協
力をお願いします。
●市の休日救急診療当番は、P3 をご覧ください。

　休日や夜間に受診するか迷ったときは、救急相談を利用してください。重症・緊急と判断したときは、
落ち着いて救急車（☎119）を呼んでください。
▼電話による救急相談・医療機関案内
　急な病気への相談や受診可能な医療機関の案内を、看護師が 24 時間体制で行っています（歯科を除く）。
　●茨城子ども救急電話相談（14 歳以下）#8000 または ☎03-5367-2367
　●茨城おとな救急電話相談（15 歳以上）#7119 または ☎03-5367-2365
　※「# ダイヤル」は、プッシュ回線の固定電話と携帯電話のみ利用できます。
▼インターネットによる医療機関案内
　●茨城県救急医療情報システム
　　http://www.qq.pref.ibaraki.jp/
　　 受診可能な医療機関検索や小児救急パンフレット

の閲覧ができます。
　●いばらき医療機関情報ネット
　　http://www.ibaraki-medinfo.jp/
　　医療機関の基本情報を調べることができます。
▼インターネットによる救急相談
　●全国版救急受診アプリ「Ｑ助」
　　 https://www.fdma.go.jp/mission/enrichment/

appropriate/appropriate003.html
　　 症状を選択していくと、緊急度や対応が表示され

ます。
　●こどもの救急（生後 1 か月～ 6 歳児）
　　http://kodomo-qq.jp
　　 休日や夜間の診療時間外に、医療機関を受診する

かの判断の目安を提供しています。
【問い合わせ】健康増進課　TEL0296-77-9145

茨城県救急医療
情報システム

いばらき医療機関
情報ネット

Ｑ助 こどもの救急
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Read&Acti
on

Read&Acti
on

暮らしの知って得する情報を紹介します。

気になる情報を見つけたら、アクションをおこしましょう。

日時 場所申し込み 問い合わせ申 問

今年は、２月末までのご予約で…

この機会に、ぜひお電話ください。

全品全品15%OFF15%OFF15%OFF15%OFF
10周年記念セールセール

（
税
別
）

※ 納税は、簡単で便利な口座振替を。
※ 納期限を過ぎると延滞金が加算されます。
　 早めの納税をお願いします。
※ 口座振替で納付の方は預金残高の確認を。

●市県民税	 （４期）
●国民健康保険税	 （７期）
●後期高齢者医療保険料	 （７期）

納期限
1月31日（金）1月の納税等

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
館
情
報

『
み
つ
ば
ち
』（
笠
間
：
か
さ
ま
こ
ど
も
園
内
）

毎
週
月
～
金
曜
日（
午
前
10
時
～
午
後
4
時
）。祝
日
は
休
み
。

『
く
り
の
こ
』（
岩
間：市
民
セ
ン
タ
ー
い
わ
ま
内
）

毎
週
月
・
水
・
木
・
金
曜
日
（
午
前
10
時
～
午
後
4
時
）。

祝
日
は
休
み
。

『
か
ん
が
る
ー
』（
友
部
：
笠
間
市
児
童
館
内
）

毎
週
月
～
金
曜
日
（
午
前
9
時
～
午
後
4
時
）。

問 

子
ど
も
福
祉
課
（
内
線
1
6
2
）

保
健
・
医
療
・
福
祉

 

み
ん
な
の
相
談
室

 

～
メ
デ
ィ
カ
ル
カ
フ
ェ
～《
要
予
約
》

テ
ー
マ
：「
人
生
会
議
の
準
備
を
し
よ
う
」
～

最
期
を
ど
う
迎
え
る
か
～

 
2
月
13
日（
木
）　
午
後
2
時
～
3
時
30
分　

　

  
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
か
さ
ま 

行
政
棟

申
・
問 
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

�

T
E
L 
0
2
9
6ｰ

7
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5
8
7
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文
化
・
ス
ポ

ー

ツ
 

第
5
回 

笠
間
歴
史
フ
ォ
ー
ラ
ム

�

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
戦
国
の
城
を
読
み
解
く
」

　
市
内
の
歴
史・文
化
財・史
跡
を
題
材
と
し
た
歴
史
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
開
催
し
、
各
分
野
の
有
識
者
に
よ
る
講
演
を
行
っ
て

い
ま
す
。
第
5
回
で
は
、
城
郭
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演
を
予

定
し
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

 

2
月
8
日（
土
）
午
後
０
時
30
分
～
5
時

　

  

笠
間
公
民
館
大
ホ
ー
ル

内
容
：
第
１
部 

基
調
講
演
「
戦
国
の
城
の
社
会
史
」

　
　
　
　
竹た

け

井い

英ひ
で

文ふ
み

さ
ん（
東
北
学
院
大
学
准
教
授
）

　
　
　
第
２
部 

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
　
　
　
「
笠
間
城
と
宇
都
宮
氏
・
小
田
氏
の
城
」

　
　
　
　
報
告
①
： 「
小
田
城
」
広ひ

ろ

瀬せ

季き

一い
ち

郎ろ
う

さ
ん

�

（
つ
く
ば
市
教
育
委
員
会
）

子
育
て
・
教
育

募集イベント

　
　
　
　
報
告
②
：「 

宇
都
宮
城
」
今こ

ん

平ぺ
い

利と
し

幸ゆ
き

さ
ん

�

（
宇
都
宮
市
教
育
委
員
会
）

　
　
　
　
報
告
③
：「 

笠
間
城
」
額ぬ

か

賀が

大だ
い

輔す
け

さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
笠
間
市
教
育
委
員
会
）

　
　
　
　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
：
高た

か

橋は
し

修お
さ
む

さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
茨
城
大
学
教
授
）

※
入
場
無
料
、
事
前
申
し
込
み
不
要　

問 

生
涯
学
習
課
（
内
線
3
8
2
）

 

駅
前
シ
ネ
マ
「
桜
田
門
内
の
変
!?
」

　
「
映
画
で
地
域
お
こ
し
」
市
民
の
お
こ
し
た
事
変
!?
を
地
域
に
発
信
!!

 

2
月
２
日（
日
） 

①
午
前
10
時
～　
②
午
後
2
時
～

　

  

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
と
も
べ
「
ト
モ
ア
」

定　
員
：1
3
5
人

参
加
費
： 

一
般
1
0
0
0
円
／
身
障
者
・
シ
ニ
ア
8
0
0
円

／
子
ど
も
5
0
0
円
／
未
就
学
児
は
無
料

※
映
画
を
5
回
見
る
と
1
回
無
料
に
な
り
ま
す
。

申
込
方
法
：
当
日
窓
口
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
・
問 

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
と
も
べ
「
ト
モ
ア
」

�

T
E
L 

0
2
9
6ｰ

7
1ｰ

6
6
3
7

 

第
6
回 

学
生
建
築
展

　
県
内
の
大
学
・
高
校
・
専
門
学
校
で
建
築
を
学
ぶ

学
生
に
よ
る
公
募
展
。
図
面
や
模
型
な
ど
を
展
示
。

 

2
月
20
日（
木
）～
23
日（
日
） 

　

  

午
前
9
時
30
分
～
午
後
5
時

　

  

笠
間
の
家

問 

笠
間
の
家　
T
E
L
0
2
9
6ｰ

7
3ｰ

5
5
2
1

 

笠
間
の
作
家
60
人
展 

第
11
回

～
温
か
い
飲
み
も
の
を
楽
し
む
器
で
春
を
待
つ
～

　
テ
ー
マ
は
、
春
を
待
つ
器
。 

展
示
の
頃
は
、
ち
ょ
う
ど

春
の
芽
吹
き
を
感
じ
る
時
季
と
な
り
ま
す
。
伊い

東と
う

豊と
よ

雄お

設

計
・
旧
里さ

と

中な
か

英ひ
で

人と

邸
で
あ
る
笠
間
の
家
で
、
春
が
来
る
前

の
ワ
ク
ワ
ク
を
感
じ
ら
れ
る
器
の
数
々
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
出
展
作
家
】

小こ

林ば
や
し

征せ
い

児じ

、
小こ

林ば
や
し

政ま
さ

美み

、
佐さ

藤と
う

剛ご
う

、
志し

賀が

出い
づ
る、

武た
け

伸し
ん

也や

 

2
月
29
日（
土
）～
3
月
14
日（
土
）

イベントイベントイベント
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Read&ActionRead&Action

　

  

午
前
9
時
30
分
～
午
後
5
時

※
初
日
は
午
後
1
時
～
、
最
終
日
は
午
後
4
時
ま
で

※
休
館
日
：
3
月
2
日（
月
）、
3
月
9
日（
月
）

　
  

笠
間
の
家

問 
笠
間
の
家　
T
E
L
0
2
9
6ｰ

7
3ｰ

5
5
2
1

 

キ
ッ
ズ
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
短
期
教
室

　
ゆ
か
い
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
は
、小
学
生
の「
キ
ッ

ズ
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
短
期
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。
最
終

日
は
、
セ
ン
タ
ー
内
で
お
披
露
目
会
を
行
い
ま
す
。

 

2
～
3
月
の
毎
週
土
曜
日（
全
8
回
）

　

  

午
前
10
時
10
分
～
11
時
10
分

　

  

2
月（
1
日・8
日・15
日・22
日・29
日
）

　

  

3
月（
7
日・14
日・21
日
）

※
休
ん
だ
場
合
の
振
替
練
習
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

  

3
月
21
日
は
お
披
露
目
会

　

  

ゆ
か
い
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

講　
師
：
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー 

Ｍ
Ｉ
Ｋ
Ａ
さ
ん

対　
象
：
小
学
1
年
～
6
年
生

定　
員
：
先
着
10
名
ま
で（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

　
ご
家
族
の
申
し
込
み
に
限
り
ま
す
。

持
ち
物
：
動
き
や
す
い
服
装
・
シ
ュ
ー
ズ
・
飲
み
物

※
申
込
人
数
5
名
未
満
の
場
合
は
中
止

参
加
費
：
９
７
８
０
円（
税
込
・
保
険
料
込
）

申
込
方
法
： 

印
鑑
・
受
講
料
を
添
え
て
直
接
フ
ロ
ン
ト
へ
。

※
電
話
で
の
お
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

申  

1
月
18
日（
土
）
午
前
10
時
～

問 

ゆ
か
い
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　

  

指
定
管
理
者 

S
I
F
共
同
事
業
体

�

T
E
L 

0
2
9
6ｰ

7
8ｰ

3
7
9
6

下
水
道
に
雨
水
を
流
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
！

 

笠
間
市
の
下
水
道
は
「
分
流
式
」
で
す

　
「
分
流
式
下
水
道
」
に
流
せ
る
の
は
汚
水（
ト
イ
レ
、

台
所
、
風
呂
、
洗
濯
機
な
ど
の
排
水
）だ
け
で
す
。
雨

募集

生
活
環
境

ど
い
や
外
流
し
か
ら
の
水
は
、
宅
地
内
で
雨
水
浸
透

ま
す
等
を
設
置
し
て
処
理
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

 

下
水
道
に
雨
水
を
流
し
て
し
ま
う
と
…

　
次
の
よ
う
な
事
態
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・ 

家
庭
か
ら
の
汚
水
が
流
れ
に
く
く
な
る

・ 

家
庭
か
ら
の
汚
水
が
逆
流
す
る

・ 

マ
ン
ホ
ー
ル
や
公
共
汚
水
ま
す
、
排
水
設
備
の

ま
す
か
ら
汚
水
が
あ
ふ
れ
る

 
雨
水
が
下
水
道
に
流
れ
て
い
な
い
か
確
認

　
は
じ
め
は
雨
水
管
と
下
水
管
が
別
々
で
も
、

増
改
築
・
リ
フ
ォ
ー
ム
の
際
に
誤
っ
て
接
続
す

る
ケ
ー
ス
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　

雨
水
管
が
下
水
道
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い

か
、
今
一
度
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

も
し
も
雨
水
が
下
水
道
に
つ
な
が
っ
て
い
た
ら

　
早
急
に
改
修
工
事
を
お
願
い
し
ま
す
。
費
用
は
自

己
負
担
と
な
り
ま
す
。
改
修
工
事
は
市
に
登
録
し
て

い
る
排
水
設
備
指
定
工
事
店
に
ご
依
頼
く
だ
さ
い
。

 

雨
水
の
下
水
道
へ
の
接
続
を
放
置
し
て
い
る
と

　

市
公
共
下
水
道
条
例
第
26
条
の
定
め
に
よ

り
、
市
か
ら
改
善
命
令
を
行
い
ま
す
。

　
改
修
工
事
を
行
わ
な
い
場
合
、
市
公
共
下
水

道
条
例
第
36
条
第
7
号
の
定
め
に
よ
り
、
5
万

円
以
下
の
過
料
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

問 

下
水
道
課
（
内
線
７
１
１
３
１
）

大
規
模
盛
土
造
成
地
マ
ッ
プ
を
公
表
し
て
い
ま
す

　
大
規
模
に
造
成
さ
れ
た
宅
地
が
、
お
住
ま
い
の
近

く
に
存
在
し
て
い
る
か
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て

い
た
だ
き
、
防
災
意
識
を
高
め
、
災
害
の
未
然
防
止

や
被
害
の
軽
減
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
「
笠
間
市
大

規
模
盛
土
造
成
地
マ
ッ
プ
」
を
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

と
都
市
計
画
課
窓
口
で
公
表
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
マ
ッ
プ
は
、国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
、

平
成
29
年
度
と
令
和
元
年
度
に
市
が
調
査
を
実
施

し
作
成
し
た
も
の
で
す
。

　
市
内
に
は
23
箇
所（
谷
埋
め
型
：
21
箇
所
、
腹
付

け
型
：
2
箇
所
）の
大
規
模
盛
土
造
成
地
※
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。
マ
ッ
プ
に
示
さ
れ
た
箇
所
は
、
大
規

模
盛
土
造
成
地
の
お
お
よ
そ
の
位
置
と
規
模
を
示

し
た
も
の
で
あ
り
、
地
震
の
際
に
危
険
な
箇
所
を
示

す
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

3

3

3

3

3

。
ま
た
、
大
規
模
盛
土
造

成
地
内
の
土
地
と
い
う
こ
と
で
、
何
か
特
別
な
手
続

き
が
必
要
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
災
害
を
未
然
に
防
止
す
る
に
は
、
日
頃
か
ら
宅
地

周
辺
の
斜
面
や
擁
壁
な
ど
に
変
わ
っ
た
と
こ
ろ
が
な

い
か
点
検
す
る
よ
う
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

※
大
規
模
盛
土
造
成
地
と
は

（
谷
埋
め
型
） 

谷
や
沢
を
埋
め
た
造
成
地
で
、
盛
土

の
面
積
が
3
0
0
0
㎡
以
上
の
も
の
。

（
腹
付
け
型
） 

盛
土
前
の
地
盤
面
の
水
平
面
に
対
す

る
角
度
が
20
度
以

上
で
、
か
つ
、
盛

土
の
高
さ
が
５
ｍ

以
上
の
も
の
。

問 

都
市
計
画
課
（
内
線
5
8
6
）

～
新
成
人
の
皆
さ
ん
へ
～

�

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

　
国
民
年
金
に
は
、
老
齢
基
礎
年
金
・
障
害
基
礎
年
金
・

遺
族
基
礎
年
金
が
あ
り
ま
す
。

　
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
日
本
国
内
に
お
住
ま
い
の
方
は
、

国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

◎
将
来
の
大
き
な
支
え
に
な
り
ま
す

　
・ 

年
金
の
給
付
は
生
涯
に
わ
た
っ
て
保
障
さ
れ
ま
す
。

　
・ 

老
後
だ
け
で
な
く
、
病
気
や
ケ
ガ
で
障
害

が
残
っ
た
と
き
、
家
族
の
働
き
手
が
亡
く 公表ページ

な
っ
た
と
き
に
も
受
給
で
き
ま
す
。

◎
保
険
料
は
所
得
控
除
対
象
と
な
り
ま
す

　
・ 

保
険
料
は
月
額
１
６
４
１
０
円（
平
成
31
年
度
）で
す
。 

　
・ 

現
金
・
口
座
振
替
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
・

電
子
納
付
が
で
き
、
納
め
た
保
険
料
は
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

 

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き

　
未
納
の
ま
ま
放
置
す
る
と
、
年
金
を
受
給
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。
申
請
に
よ
り
保
険
料
が
免
除
・
猶

予
と
な
る
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

★「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

　

  

本
人
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
国
民

年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

　

 

※
該
当
し
な
い
学
校
も
あ
り
ま
す
。

　

  

手
続
き
に
は
、
学
生
証
の
コ
ピ
ー
ま
た
は
在

学
証
明
書
が
必
要
で
す
。

★「
保
険
料
免
除
制
度
」

　

  

本
人
・
世
帯
主
・
配
偶
者
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合

や
失
業
し
た
場
合
な
ど
、
保
険
料
の
納
付
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

★「
納
付
猶
予
制
度
」

　

  

50
歳
未
満
の
方
で
、
本
人
及
び
配
偶
者
の
所
得
が
一
定

額
以
下
の
場
合
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

申
請
方
法
：
20
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
と
、
日
本
年
金
機
構

か
ら
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
書
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
。
納
付

書
に
同
封
さ
れ
た
免
除
申
請
書
に
記
入
し
、
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

提
出
先
：
市
役
所
ま
た
は
水
戸
南
年
金
事
務
所

※ 

詳
し
く
は
水
戸
南
年
金
事
務
所 

国
民
年
金
課 

０
２
９ｰ

２
２
７ｰ

３
２
７
８（
音
声
案
内
が
流
れ
ま

す
）ま
た
は
、日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
で
。

問 

保
険
年
金
課
（
内
線
１
４
１
）

　

  

笠
間
支
所
市
民
窓
口
課
（
内
線
７
２
１
２
４
）

　

  

岩
間
支
所
市
民
窓
口
課
（
内
線
７
３
１
８
１
）

進
学・就
職
の
前
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
！

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
申
請
後
、
国
か
ら
市

に
カ
ー
ド
が
届
く
ま
で
１
か
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
。

　

進
学
・
就
職
の
前
に
取
得
を
し
て
お
け
ば
、
コ

ン
ビ
ニ
で
各
証
明
書（
※
１
）を
取
得
で
き
る
の
で
手
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用途地域

居住誘導区域
都市機能誘導区域

赤坂周辺地区

笠間駅周辺地区

友部駅周辺地区

岩間支所周辺地区

岩間駅周辺地区

JR水戸線

JR常磐線

国道50号

国道355号

ま ちづくりナビ
笠間のいな吉®
笠間特別観光大使　今回は「都市機能誘導区域」とそこへ立地を誘導する「誘導施設」、さらに公共交通

などによって市内外を連携する方針についてお知らせします。

　笠間市の恵まれた鉄道網を最も中心的な基幹交通とし、鉄道駅と市内各所を多様な公共交通などで円滑に連絡すること
を連携の基本とします。

第11回

　「都市機能誘導区域」とは、医療・福祉・商業等の都市機能を誘導・集約することにより、生活サービス
の効率的な提供を図る拠点エリアです。なお、都市機能誘導区域は、居住誘導区域の中に設定することと
されています。

【問い合わせ】都市計画課（内線 586）
次回は、立地適正化計画における誘導施策と目標値についてお知らせします。

笠間市における都市機能誘導区域の設定方針

公共交通等による連携方針

　居住誘導区域の中で特に交通利便性が高く、既に主要な公共公益施設が集積しているなど、今後も市
民生活の利便性を維持できる場所に設定します。
　笠間市の場合、中心的な三つの駅（友部駅、笠間駅、岩間駅）や主要なバス停、公共施設から、徒歩や
自転車によって容易に移動できる範囲を基本とします。

　友部駅を生かし、本市の都市的発展を牽引す
るような高次な都市機能を誘導し、都市の魅力
を高めます。

【主な誘導施設】 ・行政施設　　　 ・子育て施設
　　　　　　 ・大規模商業施設　・医療施設
　　　　　　 ・観光施設 など

居住誘導区域及び都市機能誘導区域図

友部駅周辺地区
　幹線道路沿いの利便性や良好な都市基盤を生か
し、市民の日常生活に役立つ都市機能を誘導します。

【主な誘導施設】 ・大規模商業施設 など

赤坂周辺地区

　笠間駅や歴史・文化・芸術等の資源を生かし、
市民の日常生活に役立つ都市機能を誘導します。

【主な誘導施設】 ・行政施設・中規模商業施設
　　　　　　・観光施設 など

笠間駅周辺地区

　岩間駅や歴史・自然・農業資源、良好な都市基盤を
生かし、市民の日常生活に役立つ都市機能を誘導します。

【主な誘導施設】 ・中規模商業施設・観光施設 など

岩間駅周辺地区

　岩間市街地における行政サービスの拠点とします。

【主な誘導施設】 ・行政施設 など

岩間支所周辺地区

連携方針１　恵まれた鉄道網を生かして居住誘導区域などへの連絡を確保します
連携方針２　鉄道駅をハブとした多様な交通手段で市内各所をつなぎます
連携方針３　周辺の拠点都市や東京圏などとの広域連携を図ります
連携方針４　笠間らしい特性を生かした徒歩や自転車の活用を促進します
連携方針５　ICT 技術の活用や他分野との連携などの多面的な展開を模索します

「誘導施設」とは、みんなの日常生活が便利
であるために必要な、都市の機能を増進す
る施設のことなんだ。
今ある施設も含めて、都市機能誘導区域ご
とに設定するよ。

今回は、都市機能
誘導区域と公共交
通による連携につ
いて解説するよ！ 続

が
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
、
と
て
も
便
利
で
す
。

　

令
和
２
年
中
に
は
お
得
な
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
、

令
和
３
年
３
月
か
ら
は
健
康
保
険
証
と
し
て
の
利

用
も
予
定
さ
れ
、
ま
す
ま
す
便
利
に
な
る
身
分
証

明
書
、
取
得
は
お
早
め
に（
※
２
）！

※
１  
印
鑑
登
録
証
明
書
、
住
民
票
抄
本
・
謄
本

証
明
書
、
住
民
票
記
載
事
項
証
明
書
、
課

税
証
明
書
、
所
得
証
明
書

※
２  

お
受
け
取
り
の
前
に
市
外

に
住
所
変
更
す
る
と
申

請
が
無
効
に
な
り
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利
活
用
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課
（
内
線
２
１
６
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

　
市
民
課
（
内
線
１
４
７
）

　
笠
間
支
所
市
民
窓
口
課
（
内
線
７
２
１
２
１
）

　
岩
間
支
所
市
民
窓
口
課
（
内
線
７
３
１
８
５
）

2
0
2
0
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
令
和
2
年
2
月
1
日
現
在
で
、
全
国
一
斉
に＂
農

林
業
の
国
勢
調
査
”と
い
わ
れ
る
「
2
0
2
0
年
農

林
業
セ
ン
サ
ス
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
調
査
は
、
５
年
ご
と
に
実
施
さ
れ
る
極
め
て
大
切

な
も
の
で
す
。

　

1
月
中
旬
か
ら
農
林
業
を
営
ん
で
い
る
皆
さ
ん

の
と
こ
ろ
に
調
査
員
が
訪
問
し
ま
す
。
農
林
業
の
経

営
状
況
な
ど
の
記
入
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問 

企
画
政
策
課
（
内
線
５
９
２
）

乗
っ
て
で
か
け
ま
せ
ん
か
!
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
か
さ
ま

　
「
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
か
さ
ま
」
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
希
望
す

る
場
所
か
ら
目
的
地
ま
で
、
乗
合
で
送
迎
を
行
う
交
通
手
段（
市
内

限
定
）で
す
。
買
い
物
、
通
院
、
レ
ジ
ャ
ー
等
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
運
行
概
要

運
行
日
： 

月
～
土
曜
日

　
　
　

  （
日
・
祝
祭
日
・
お
盆
・
年
末
年
始
は
運
休
）

運
行
ダ
イ
ヤ：９
便（
８
時
15
分
、
９
時
、
10
時
、

マイナンバー
カードの利活用
（笠間市ＨＰ）

11
時
、
12
時
、
13
時
、
14
時
、
15
時
、
16
時
）

予
約
受
付
：
利
用
を
希
望
す
る
日
の
運
休
日
を
除

く
、２
日
前
～
希
望
す
る
運
行
時
刻
の
30
分
前
ま
で
。

た
だ
し
、8
時
15
分
便
の
当
日
予
約
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
利
用
方
法

① 

利
用
登
録
：
あ
ら
か
じ
め
窓
口
・
郵
送
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
ま
た
は
お
電
話
で
利
用
登
録
を
行
い
ま
す
。

② 

乗
車
券
購
入
：
市
役
所
、
商
工
会
、
ポ
レ
ポ
レ

等
で
事
前
に
乗
車
券
を
購
入
。

③
乗
車
予
約
：
電
話
で
乗
車
予
約
。

　
予
約
セ
ン
タ
ー 

０
２
９
６ｰ

７
０ｰ

９
０
０
０

④ 

送
迎：基
本
と
し
て
希
望
す
る
場
所
か
ら
目
的
地
ま
で
送
迎
。

■
乗
車
料
金

基
本
料
金
：4
0
0
円（
2
0
0
円
券
×
2
枚
）

／
未
就
学
児
：
無
料
／
小
学
生
・
障
が
い
者（
※

1
）・
介
助
者（
※
2
）：2
0
0
円

※ 

１ 

身
体
障
害
者
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
、
療
育
手
帳
を
所
持
す
る
方
で
す
。

登
録
時
に
手
帳
の
写
し
が
必
要
で
す
。

※ 
２ 
介
助
が
必
要
で
あ
る
と
登
録
し
た
方
は
、

原
則
お
１
人
で
の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

問 

商
工
会
友
部
事
務
所
�

T
E
L 
0
2
9
6ｰ

7
7ｰ

0
5
3
2　

　
　
企
画
政
策
課
（
内
線
5
5
6
）

笠
間
市
国
際
交
流
協
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
外
国
人
相
談
担
当
弁
護
士
と
外
国
人
相
談
員
合
同
研
修
会

　
２
月
17
日
（
月
）
午
後
１
時
よ
り
、
霞
が
関
の
日
本
弁
護

士
会
館
２
階
ク
レ
オ
で
関
東
弁
護
士
会
主
催
の
外
国
人
相
談

員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
的
と
し
た
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
外
国
人
相
談
経
験
者
、
市
内
外
国
人
雇
用
企
業
の
担
当

者
の
方
で
参
加
希
望
者
は
、
1
月
30
日
ま
で
に
当
協
会
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
＊
参
加
費
及
び
交
通
費
全
額
補
助
。

２
月
の
日
本
語
教
室

１
日
、
８
日
、
15
日
（
会
場
：
ト
モ
ア　
午
前
10
時
～
）

＊
外
国
人
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

申
・
問 

笠
間
市
国
際
交
流
協
会　
木
村
美
枝
子

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
９
０ｰ

２
７
６
１ｰ

８
７
１
１

イベント 

天
狗
の
郷
バ
ザ
ー
ル
de
い
わ
ま

　

  

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
い
わ
ま
「
あ
た
ご
」

 

2
月
9
日（
日
）
午
前
9
時
～
午
後
3
時

問 

根
本 

T
E
L 

0
9
0ｰ

3
0
0
9ｰ

7
8
8
3

 

普
通
救
命
講
習
会

 

2
月
9
日（
日
）
午
前
9
時
～
正
午

　

  

消
防
本
部　
3
階

問 

消
防
本
部 

T
E
L 

0
2
9
6ｰ

7
3ｰ

0
1
1
9

 

カ
サ
マ
ル
シ
ェ

 

2
月
22
日（
土
）
午
前
9
時
～
正
午

　

  

市
民
セ
ン
タ
ー
い
わ
ま

問 

農
政
課
（
内
線
5
2
7
）

 

友
部
駅
前
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

 

2
月
23
日（
日
）
午
前
9
時
～
午
後
1
時

　

  

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
と
も
べ
「
ト
モ
ア
」
ま
ち
の
広
場

問 

佐
藤 

T
E
L 

0
9
0ｰ

3
2
4
5ｰ

0
8
8
0

行
政
書
士
無
料
相
談
会

　

  

友
部
公
民
館

 

2
月
19
日（
水
）
午
後
1
時
～
4
時

問 

秘
書
課
（
内
線
2
2
5
）

特
設
無
料
人
権
相
談

　

  
市
民
セ
ン
タ
ー
い
わ
ま

 

2
月
4
日（
火
）
午
前
10
時
～
午
後
3
時

問 

水
戸
地
方
法
務
局

�

T
E
L 
0
2
9ｰ

2
2
7ｰ

9
9
1
9

募集イベントイベント

く
ら
し
の
相
談

行
政
相
談

　

  

市
民
セ
ン
タ
ー
い
わ
ま

 

2
月
4
日（
火
）
午
後
1
時
～
3
時

問 

秘
書
課
（
内
線
2
2
5
）

エコフロンティアかさま監視委員会活動報告
【搬入車両等対策】
　搬入車両について市内４ヶ所で監視活動（市内通過禁止区域の現地確認等）を行い、各班からその結果報告を受けました。
　• １班「エコフロンティアかさま」入口　　• ２班「才木交差点」角
　• ３班  逆川「芸術の森公園」入口　　　　 • ４班  施設内（管理棟前）
【監視活動結果】
　①「エコフロンティアかさま」入場に当たって、周辺道路上での待機車両はありませんでした。
　② 「エコフロンティアかさま」入口での監視において、搬入業者に義務付けているステッカー標示がなかった搬入車両３

台について、事業団に調査を依頼しました。（なお、事業団にて調査した結果、ステッカー標示がない搬入車両２台は
廃棄物の搬入車両であることが判明したため、排出事業者・収集運搬業者に対して厳しく指導を行いました。）

【次回の監視活動】
　施設モニタリング、排ガスの維持管理、浸出水の放流について実施。
※ 今回の監視でエコフロンティアかさまへ搬入している産廃車両で市内通過禁止区域を通行した搬入車両はありませんでした。
問　環境保全課（内線 126）

実施日 11 月 28 日
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用途地域

居住誘導区域
都市機能誘導区域

赤坂周辺地区

笠間駅周辺地区

友部駅周辺地区

岩間支所周辺地区

岩間駅周辺地区

JR水戸線

JR常磐線

国道50号

国道355号

ま ちづくりナビ
笠間のいな吉®
笠間特別観光大使　今回は「都市機能誘導区域」とそこへ立地を誘導する「誘導施設」、さらに公共交通

などによって市内外を連携する方針についてお知らせします。

　笠間市の恵まれた鉄道網を最も中心的な基幹交通とし、鉄道駅と市内各所を多様な公共交通などで円滑に連絡すること
を連携の基本とします。

第11回

　「都市機能誘導区域」とは、医療・福祉・商業等の都市機能を誘導・集約することにより、生活サービス
の効率的な提供を図る拠点エリアです。なお、都市機能誘導区域は、居住誘導区域の中に設定することと
されています。

【問い合わせ】都市計画課（内線 586）
次回は、立地適正化計画における誘導施策と目標値についてお知らせします。

笠間市における都市機能誘導区域の設定方針

公共交通等による連携方針

　居住誘導区域の中で特に交通利便性が高く、既に主要な公共公益施設が集積しているなど、今後も市
民生活の利便性を維持できる場所に設定します。
　笠間市の場合、中心的な三つの駅（友部駅、笠間駅、岩間駅）や主要なバス停、公共施設から、徒歩や
自転車によって容易に移動できる範囲を基本とします。

　友部駅を生かし、本市の都市的発展を牽引す
るような高次な都市機能を誘導し、都市の魅力
を高めます。

【主な誘導施設】 ・行政施設　　　 ・子育て施設
　　　　　　 ・大規模商業施設　・医療施設
　　　　　　 ・観光施設 など

居住誘導区域及び都市機能誘導区域図

友部駅周辺地区
　幹線道路沿いの利便性や良好な都市基盤を生か
し、市民の日常生活に役立つ都市機能を誘導します。

【主な誘導施設】 ・大規模商業施設 など

赤坂周辺地区

　笠間駅や歴史・文化・芸術等の資源を生かし、
市民の日常生活に役立つ都市機能を誘導します。

【主な誘導施設】 ・行政施設・中規模商業施設
　　　　　　・観光施設 など

笠間駅周辺地区

　岩間駅や歴史・自然・農業資源、良好な都市基盤を
生かし、市民の日常生活に役立つ都市機能を誘導します。

【主な誘導施設】 ・中規模商業施設・観光施設 など

岩間駅周辺地区

　岩間市街地における行政サービスの拠点とします。

【主な誘導施設】 ・行政施設 など

岩間支所周辺地区

連携方針１　恵まれた鉄道網を生かして居住誘導区域などへの連絡を確保します
連携方針２　鉄道駅をハブとした多様な交通手段で市内各所をつなぎます
連携方針３　周辺の拠点都市や東京圏などとの広域連携を図ります
連携方針４　笠間らしい特性を生かした徒歩や自転車の活用を促進します
連携方針５　ICT 技術の活用や他分野との連携などの多面的な展開を模索します

「誘導施設」とは、みんなの日常生活が便利
であるために必要な、都市の機能を増進す
る施設のことなんだ。
今ある施設も含めて、都市機能誘導区域ご
とに設定するよ。

今回は、都市機能
誘導区域と公共交
通による連携につ
いて解説するよ！
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かさま

ともべ

いわま

TEL.0296-72-5046

TEL.0296-78-1200

TEL.0299-45-2082

@kasama_klib

@tomobe_klib

@iwama_klib

書籍・CD
DVD

と しょ かん

Ｉ
：
メ
コ
ネ
ン
さ
ん
、こ
ん
に
ち
は
。笠
間
市
の
ス
ポ
ー
ツ
交

流
員
と
し
て
赴
任
す
る
ま
で
は
、ど
の
よ
う
な
お
仕
事
を
さ

れ
て
い
た
の
で
す
か
？

Ｆ：
エ
チ
オ
ピ
ア
陸
上
競
技
連
盟
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
チ
と
し
て
、

マ
ラ
ソ
ン
ラ
ン
ナ
ー
の
育
成
と
海
外
の
大
会
へ
の
出
場
を
支

援
し
て
き
ま
し
た
。

Ｉ
：
そ
れ
は
素
晴
ら
し
い
お
仕
事
で
す
ね
。ご
自
分
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
選
手
と
し
て
の
輝
か
し
い
経
験
を
活
か
し
て
自
国

の
た
め
に
次
世
代
を
指
導
さ
れ
て
い
た
の
で
す
ね
。

Ｆ
：
は
い
、バ
ル
セ
ロ
ナ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
ア
ト
ラ
ン
タ
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
ま
し
た
。東
京
国
際
マ
ラ
ソ
ン
優
勝

や
ボ
ス
ト
ン
マ
ラ
ソ
ン
に
参
加
し
、世
界
陸
上
に
も
招
待
選

手
と
し
て
４
回
出
場
し
て
い
ま
す
。国
の
軍
隊

に
所
属
し
な
が
ら
選
手
時
代
を
過
ご
し
、現
役

を
引
退
後
も
、指
導
者
と
し
て
速
く
走
る
た
め

の
ス
ポ
ー
ツ
生
理
学
を
研
究
し
ま
し
た
。

Ｉ
：
笠
間
で
は
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
指
導

し
て
い
ま
す
か
。

Ｆ
：
友
部
中
学
校
の
陸
上
部
の
指
導
を
し
た

り
、学
校
の
ス
ク
ー
ル
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
参
加

し
た
り
し
て
ス
ポ
ー
ツ
を
と
お
し
て
国
際
交

流
を
し
て
い
ま
す
。先
日
は
友
部
小
学
校
の
マ

ラ
ソ
ン
大
会
に
参
加
し
ま
し
た
。ゴ
ー
ル
で
は

完
走
で
き
た
喜
び
で
私
と
ハ
イ
タ
ッ
チ
し
て
、

小
学
生
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

Ｉ
：
学
校
行
事
を
と
お
し
て
小
中
学
生
の
保

護
者
や
、市
民
と
の
交
流
も
始
ま
り
ま
す
ね
。

Ｆ
：
市
民
の
家
に
招
待
さ
れ
て
お
寿
司
や
、カ

レ
ー
ラ
イ
ス
、餃
子
を
ご
馳
走
に
な
る
な
ど
、

美
味
し
い
日
本
食
で
交
流
し
て
い
ま
す
。妻
は

ボ
ス
ト
ン
マ
ラ
ソ
ン
の
時
一
度
だ
け
私
と
一

緒
に
海
外
旅
行
を
し
ま
し
た
が
、今
度
は
日
本

を
旅
行
し
て
笠
間
に
も
連
れ
て
き
た
い
で
す
。

Ｉ
：
そ
れ
は
楽
し
み
で
す
ね
。今
日
は
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

友部小児童と校庭を走るアベベさん

エチオピア風料理の交流給食の様子

アベべ　メコネンさん

プロフィール
出身地：エチオピア

アディスアベバ市
職　業：JETプログラム派遣の

笠間市スポーツ交流員
現住所：東平地区
家　族：妻、娘３人、姉、

甥、姪（アディスアベバ在住）

　笠間市に住んでいる
外国人に登場してもら
い、母国の文化、笠間市
の地域の人との交流、
異国での子育て、仕事
の事、将来の夢などを
語ってもらいます。
Ｉは国際交流協会の

聞き手、
Ｆは外国人の声です。
では、さっそく

始めましょう。

笠間市に住んでいる外国人と

お顔を拝見してお話をしてみました。

フェイス フェイス

一
般
社
団
法
人
笠
間
市
国
際
交
流
協
会

木
村 

美
枝
子

T
E
L
０
９
０
‐
２
７
６
１
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８
７
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【
問
い
合
わ
せ
】

き 

む
ら
　
み
　
え
　
こ

▲ ハーフマラソン
　ポスターの前でポーズ

と

も

べ

い

わ

ま

か

さ

ま

☆リユースフェア開催のお知らせ
リユースフェアでは、保存期限が経過して除籍した雑誌や寄贈図書の一部を、利用者の皆さんに提供しています。

日　　時 場　　所 留意事項

岩間図書館

2 月 1 日（土）
午前９時〜午後４時
※ 市民センターいわまは午前 8 時 30 分に開庁し、整

理券を配布します。
※ 午前 9 時から 10 時 30 分は整理券による入場制限

を行い、10 時 45 分以降は自由に入場できます。

市民センターいわま
２階会議室

・ 資料を持ち帰る袋をお持ちく
ださい。袋、ダンボール等は
用意していません。

・ ご利用にあたっては 1 冊につ
き 10 円程度の寄付にご協力
ください。
なお、釣銭のないよう小銭の
用意をお願いします。

・ 営利目的での利用は固くお断
りします。

・一部冊数制限があります。

笠間図書館

2 月 29 日（土）
午前 9 時〜午後 5 時
※ 午前 8 時 30 分から整理券を配布し、9 時から入場

となります。整理券の利用者が終了し次第、自由入
場となります。

笠間図書館　
2 階ホール

☆家庭菜園講座参加者募集のお知らせ
日　時　令和2年2月22日（土）午後1時30分～3時
場　所　市民センターいわま　2階	会議室（岩間図書館となり）
講　師　一般社団法人　農山漁村文化協会　鈴木　稔	さん
申込期間　1月28日（火）～2月18日（火）
テーマ　「野菜の作り方」

各館の行事予定

◆おはなし会（０歳～３歳向け　午前11時～11時20分）
2月7日（金）『はっくしょん』ほか
2月21日（金）『おしくら・まんじゅう』ほか
◆おはなし会（４歳～小学生向け　午後２時～）
2月2日（日）『クマですが、イヌです』ほか＜たんぽぽ＞
2月9日（日）『てぶくろくろすけ』ほか＜語りべの会＞
2月16日（日）『おふくさんのおふくわけ』ほか
 ＜アイ アイ＞
2月23日（日）『ごめんやさい』ほか
 ＜箱田エプロン・ママーズ＞
◆名作映画会（午後２時～）
2月15日（土）『夏目漱石の妻』（145分）
◆ギャラリー
1月31日（金）〜2月26日（水）

「陶雛展」

◆おはなし会（０歳～３歳向け　午前１１時～）
2月6日（木）『おふとんかけたら』ほか
2月20日（木）『もりのおふろ』ほか
◆おはなし会（４歳～小学生向け　午後２時～）
2月2日（日）来てのおたのしみ！＜すみれのWA＞
◆ギャラリー
◇1月21日（火）〜2月2日（日）

「水墨画展示」笠間墨水会
◇2月4日（火）〜2月16日（日）

「押し花展示」押し花アート ひまわり会
◇2月18日（火）〜3月1日（日）

「写真展示」あたご写真クラブ

◆おはなし会（０歳～３歳向け　午前１１時３０分～）
2月13日（木）『ゆき』ほか

＊場所：岩間子育て支援センター くりのこ
◆おはなし会（４歳～小学生向け　午後２時～２時３０分）
◇日曜おはなし会
2月2日（日）『せつぶんのひのおにいっか』ほか
◇おはなしのとびら
2月8日（土）『ちびゴリラのちびちび』ほか

＜めだかクラブ＞
2月22日（土）来てのおたのしみ！＜めだかクラブ＞
◆映画上映会
日程 2月29日（土）
大人 午前10時〜「大統領の料理人」（95分）
子供 午後2時〜「KUBO／クボ 二本の弦の秘密」（103分）

2月

参加費　無料
定　員　30名
申込み　	岩間図書館窓口または電話でお申し込みくだ

さい。
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Ｉ
：
メ
コ
ネ
ン
さ
ん
、こ
ん
に
ち
は
。笠
間
市
の
ス
ポ
ー
ツ
交

流
員
と
し
て
赴
任
す
る
ま
で
は
、ど
の
よ
う
な
お
仕
事
を
さ

れ
て
い
た
の
で
す
か
？

Ｆ：
エ
チ
オ
ピ
ア
陸
上
競
技
連
盟
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
チ
と
し
て
、

マ
ラ
ソ
ン
ラ
ン
ナ
ー
の
育
成
と
海
外
の
大
会
へ
の
出
場
を
支

援
し
て
き
ま
し
た
。

Ｉ
：
そ
れ
は
素
晴
ら
し
い
お
仕
事
で
す
ね
。ご
自
分
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
選
手
と
し
て
の
輝
か
し
い
経
験
を
活
か
し
て
自
国

の
た
め
に
次
世
代
を
指
導
さ
れ
て
い
た
の
で
す
ね
。

Ｆ
：
は
い
、バ
ル
セ
ロ
ナ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
ア
ト
ラ
ン
タ
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
ま
し
た
。東
京
国
際
マ
ラ
ソ
ン
優
勝

や
ボ
ス
ト
ン
マ
ラ
ソ
ン
に
参
加
し
、世
界
陸
上
に
も
招
待
選

手
と
し
て
４
回
出
場
し
て
い
ま
す
。国
の
軍
隊

に
所
属
し
な
が
ら
選
手
時
代
を
過
ご
し
、現
役

を
引
退
後
も
、指
導
者
と
し
て
速
く
走
る
た
め

の
ス
ポ
ー
ツ
生
理
学
を
研
究
し
ま
し
た
。

Ｉ
：
笠
間
で
は
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
指
導

し
て
い
ま
す
か
。

Ｆ
：
友
部
中
学
校
の
陸
上
部
の
指
導
を
し
た

り
、学
校
の
ス
ク
ー
ル
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
参
加

し
た
り
し
て
ス
ポ
ー
ツ
を
と
お
し
て
国
際
交

流
を
し
て
い
ま
す
。先
日
は
友
部
小
学
校
の
マ

ラ
ソ
ン
大
会
に
参
加
し
ま
し
た
。ゴ
ー
ル
で
は

完
走
で
き
た
喜
び
で
私
と
ハ
イ
タ
ッ
チ
し
て
、

小
学
生
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

Ｉ
：
学
校
行
事
を
と
お
し
て
小
中
学
生
の
保

護
者
や
、市
民
と
の
交
流
も
始
ま
り
ま
す
ね
。

Ｆ
：
市
民
の
家
に
招
待
さ
れ
て
お
寿
司
や
、カ

レ
ー
ラ
イ
ス
、餃
子
を
ご
馳
走
に
な
る
な
ど
、

美
味
し
い
日
本
食
で
交
流
し
て
い
ま
す
。妻
は

ボ
ス
ト
ン
マ
ラ
ソ
ン
の
時
一
度
だ
け
私
と
一

緒
に
海
外
旅
行
を
し
ま
し
た
が
、今
度
は
日
本

を
旅
行
し
て
笠
間
に
も
連
れ
て
き
た
い
で
す
。

Ｉ
：
そ
れ
は
楽
し
み
で
す
ね
。今
日
は
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

友部小児童と校庭を走るアベベさん

エチオピア風料理の交流給食の様子

アベべ　メコネンさん

プロフィール
出身地：エチオピア

アディスアベバ市
職　業：JETプログラム派遣の

笠間市スポーツ交流員
現住所：東平地区
家　族：妻、娘３人、姉、

甥、姪（アディスアベバ在住）

　笠間市に住んでいる
外国人に登場してもら
い、母国の文化、笠間市
の地域の人との交流、
異国での子育て、仕事
の事、将来の夢などを
語ってもらいます。
Ｉは国際交流協会の

聞き手、
Ｆは外国人の声です。
では、さっそく

始めましょう。

笠間市に住んでいる外国人と

お顔を拝見してお話をしてみました。

フェイス フェイス

一
般
社
団
法
人
笠
間
市
国
際
交
流
協
会

木
村 

美
枝
子

T
E
L
０
９
０
‐
２
７
６
１
‐
８
７
１
１

【
問
い
合
わ
せ
】

き 

む
ら
　
み
　
え
　
こ

▲ ハーフマラソン
　ポスターの前でポーズ

M&Mマスヤ
22,000円（税別）

笠間市住吉1364
友部スクエア館内 ☎0296-70-9139

若返る！キレイになるぞ！
コース

１回 5,500円（税別）

時々やりたいコース

ソニックエステお試し
フルコース体験

1,000円（税別）

エステ受付時間
　10:00～18:00

※施術代別 １回毎に2,000円（税別）

　特別価格につき、1日限定3名、
１人１回限りのチャンス！

フェイス12回分

5,500円
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今年も頑張りましょう！

アンドリュー アブロード

【問い合わせ】企画政策課（内線 591）

Q 

工
場
の
規
模
に
圧
倒

　就
職
活
動
の
際
に
は
、弊
社
の
よ
う
な
製
造
業

を
希
望
し
て
い
た
わ
け
で
は
無
い
の
で
す
が
、何

か
惹
か
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、実
際
に
工
場
見
学

を
し
て
、仕
事
の
内
容
や
職
場
の
雰
囲
気
に
触
れ

た
こ
と
で
、こ
こ
で
働
き
た
い
と
い
う
気
持
ち
が

強
く
な
り
ま
し
た
。

　そ
し
て
、何
よ
り
従
業
員
の
方
の
人
数
に
ビ
ッ

ク
リ
。つ
い
先
日
ま
で
学
生
だ
っ
た
自
分
に
と
っ

て
全
て
が
新
鮮
で
、就
職
後
の
研
修
も
楽
し
か
っ

た
事
を
記
憶
し
て
い
ま
す
。

Q 

一
つ
の
仕
事
に
も
三
年

　私
の
仕
事
は
、タ
イ
ム
テ
ー
ブ
ル
ど
お
り
に
ラ

イ
ン
を
動
か
す
と
い
う
も
の
で
、受
注
状
況
や
生

産
状
況
、人
の
動
き
な
ど
を
見
な
が
ら
、ラ
イ
ン

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
仕
事
で
す
。時
に
は
、プ

レ
イ
ヤ
ー
と
し
て
ラ
イ
ン
に
入
る
事
も
あ
り
、と

て
も
大
変
な
仕
事
で
す
。

　新
人
の
時
は
、上
手
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
と
れ
ず
、仕
事
が
う
ま
く
い
か
な
い
事
も
あ
り

ま
し
た
が
、何
事
も
三
年
は
頑
張
る
と
い
う
私
の

モ
ッ
ト
ー
を
胸
に
働
き
、少
し
ず
つ
自
信
が
つ
い

て
き
ま
し
た
。こ
こ
ま
で
出
来
た
の
は
、声
を
か

け
て
く
れ
る
上
司
や
社
員
の
方
が
多
く
、と
て
も

恵
ま
れ
た
環
境
で
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

フジフーズ（株）水戸工場は、セブンイレブン向けのお弁当やおにぎりを
製造している工場です。安全・安心をモットーに、工場一丸となって日々
製造に励んでいます。
親子で楽しめるイベントを不定期で開催していますので、興味のある
方は問い合わせをして下さい。
Tel 0299-37-6400

《会社からのお知らせ》

休憩中

作業風景

岡野 くるみさん
お か の

（笠間市在住・入社4年目）

Q 

我
が
社
の
自
慢
あ
れ
こ
れ

　弊
社
は
年
配
の
方
も
多
い
の
で
す
が
、皆
さ
ん

が
本
当
に
元
気
で
、と
て
も
活
気
が
あ
る
職
場
な

の
が
す
ご
い
と
こ
ろ
で
す
。

　ま
た
、弊
社
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
向
け

の
お
弁
当
を
製
造
し
て
い
る
の
で
す
が
、一
人
一

人
の
手
に
直
接
届
く
も
の
な
の
で
、品
質
管
理
を

徹
底
し
て
い
ま
す
。『
製
造
す
る
お
弁
当
は
何
千

個
だ
っ
た
と
し
て
も
、そ
れ
を
商
品
と
し
て
手
に

し
た
方
に
と
っ
て
は
唯
一
の
お
弁
当
で
あ
る
』と

い
う
事
を
忘
れ
ず
、統
一
し
た
均
一
の
製
品
製
造

を
行
っ
て
い
ま
す
。

私が答えます！

初
心
の
人
、

  

こ
の
一
社
に
定
む
べ
し
。

フジフーズ株式会社
所在▶笠間市押辺2741-8　TEL▶0299-37-6400
事業▶食品製造

～がん ばる企 業  応 援 連 絡 会 ～

かさま企業セレクション
KASAMA-K ig you-Se lec t ion

　

日
本
の
お
正
月
に
は
、
初
詣
を
は
じ
め
、
お

せ
ち
料
理
や
年
賀
状
な
ど
、
伝
統
的
な
も
の
が

あ
り
ま
す
。
私
が
日
本
に
留
学
し
た
時
に
東
京

で
お
正
月
を
経
験
し
ま
し
た
が
、
今
年
は
、
初

め
て
笠
間
で
お
正
月
を
祝
う
こ
と
が
で
き
て
嬉

し
く
思
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
で
の
お
正
月
は
、

12
月
31
日
の
夜
に
友
達
や
家
族
と
集
ま
り
、
年

が
明
け
る
ま
で
一
緒
に
過
ご
し
た
り
、
お
祝
い

し
た
り
し
ま
す
。
毎
年
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
タ

イ
ム
ズ
ス
ク
エ
ア
で
は
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
を
し

な
が
ら
新
年
の
象
徴
で
あ
る
ボ
ー
ル
を
ゆ
っ
く

り
と
下
げ
る
「
ボ
ー
ル
ド
ロ
ッ
プ
」
を
み
る
と

い
う
お
祝
い
を
し
て
い
ま
す
。
日
本
と
同
じ
よ
う

に
、
ア
メ
リ
カ
で
も
12
月
31
日
の
ラ
ス
ト
１
分

を
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
し
て
、
新
年
を
迎
え
た
瞬

間
に
「H

appy N
ew Year!

」（
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
！
）
と
叫
び
ま
す
。
お
祝
い
し
な

が
ら
新
年
を
迎
え
る
の
は
最
高
で
す
ね
。

　
日
本
で
、多
く
の
場
合
閉
店
前
に
流
れ
る
「
蛍

の
光
」
と
い
う
曲
は
、
実
は
ア
メ
リ
カ
で
大
晦

日
に
よ
く
流
れ
て
い
る
曲
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

ア
メ
リ
カ
人
は
こ
の
曲
を
聞
く
と
お
正
月
を
連

想
し
ま
す
。
海
外
で
こ
の
曲
は
「A

オ
ー
ル
ド

uld
・L
ラ
ン
グ

ang

・ 
S

サ
イ
ン

yne

」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
知
ら
れ
て
い
て
、

「
今
年
も
頑
張
っ
た
ね
。
来
年
も
頑
張
ろ
う
！
」

と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
曲
を
日
本
の

デ
パ
ー
ト
で
初
め
て
聞
い
た
時
、「
あ
れ
、
７
月
な

の
に
な
ん
で
流
す
ん
だ
ろ
う
？
」
と
び
っ
く
り
し

ま
し
た
。
新
し
い
年
が
明
け
る
と
新
し
い
シ
ー
ズ

ン
も
始
ま
り
ま
す
。
そ
し
て
新
し
い
シ
ー
ズ
ン
と

言
え
ば
、
喜
び
や
安
ら
ぎ
が
あ
っ
た
り
、
せ
つ
な

さ
や
苦
労
が
あ
っ
た
り
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

人
生
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
が
あ
り
、
予
測
で

き
な
い
将
来
を
考
え
る
と
少
し
不
安
に
な
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
何
が
あ
っ
て
も
い
つ
か
経
験
に

な
っ
て
成
長
で
き
る
の
で
し
ょ
う
。

　

去
年
起
こ
っ
た
出
来
事
を
毎
年
振
り
返
り
、
自

分
が
ど
れ
く
ら
い
成
長
で
き
た
か
を
確
認
す
る
の

も
良
い
で
す
ね
。
楽
し
い
思
い
出
も
大
切
で
す
が
、

一
番
自
分
を
成
長
さ
せ
る
の
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た

こ
と
や
ハ
ー
ド
ル
を
乗
り
越
え
た
経
験
で
す
。
今

ま
で
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
や
苦
労
が
き
っ
か
け
で
、
私

は
今
笠
間
で
働
く
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
、
笠
間
で
生
活
す
る
う
え
で
経
験
す
る
楽
し

い
こ
と
や
、
苦
労
す
る
こ
と
に
、
全
部
向
き
合
い

な
が
ら
歩
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
令
和
２

年
が
は
じ
ま
り
、
大
変
な
時
が
あ
っ
て
も
、
安
ら

ぎ
や
喜
び
、
励
ま
し
、
そ
し
て
、
平
和
が
共
に
あ

る
こ
と
を
お
祈
り
し
て
い
ま
す
。

　

H
appy N

ew Year!
 

Andrew　
ア
ン
ド
リ
ュ
ー 

A New Year 

【問い合わせ】 市民活動課（内線133）
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【問い合わせ】企画政策課（内線 591）

Q 

工
場
の
規
模
に
圧
倒

　就
職
活
動
の
際
に
は
、弊
社
の
よ
う
な
製
造
業

を
希
望
し
て
い
た
わ
け
で
は
無
い
の
で
す
が
、何

か
惹
か
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、実
際
に
工
場
見
学

を
し
て
、仕
事
の
内
容
や
職
場
の
雰
囲
気
に
触
れ

た
こ
と
で
、こ
こ
で
働
き
た
い
と
い
う
気
持
ち
が

強
く
な
り
ま
し
た
。

　そ
し
て
、何
よ
り
従
業
員
の
方
の
人
数
に
ビ
ッ

ク
リ
。つ
い
先
日
ま
で
学
生
だ
っ
た
自
分
に
と
っ

て
全
て
が
新
鮮
で
、就
職
後
の
研
修
も
楽
し
か
っ

た
事
を
記
憶
し
て
い
ま
す
。

Q 

一
つ
の
仕
事
に
も
三
年

　私
の
仕
事
は
、タ
イ
ム
テ
ー
ブ
ル
ど
お
り
に
ラ

イ
ン
を
動
か
す
と
い
う
も
の
で
、受
注
状
況
や
生

産
状
況
、人
の
動
き
な
ど
を
見
な
が
ら
、ラ
イ
ン

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
仕
事
で
す
。時
に
は
、プ

レ
イ
ヤ
ー
と
し
て
ラ
イ
ン
に
入
る
事
も
あ
り
、と

て
も
大
変
な
仕
事
で
す
。

　新
人
の
時
は
、上
手
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
と
れ
ず
、仕
事
が
う
ま
く
い
か
な
い
事
も
あ
り

ま
し
た
が
、何
事
も
三
年
は
頑
張
る
と
い
う
私
の

モ
ッ
ト
ー
を
胸
に
働
き
、少
し
ず
つ
自
信
が
つ
い

て
き
ま
し
た
。こ
こ
ま
で
出
来
た
の
は
、声
を
か

け
て
く
れ
る
上
司
や
社
員
の
方
が
多
く
、と
て
も

恵
ま
れ
た
環
境
で
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

フジフーズ（株）水戸工場は、セブンイレブン向けのお弁当やおにぎりを
製造している工場です。安全・安心をモットーに、工場一丸となって日々
製造に励んでいます。
親子で楽しめるイベントを不定期で開催していますので、興味のある
方は問い合わせをして下さい。
Tel 0299-37-6400

《会社からのお知らせ》

休憩中

作業風景

岡野 くるみさん
お か の

（笠間市在住・入社4年目）

Q 

我
が
社
の
自
慢
あ
れ
こ
れ

　弊
社
は
年
配
の
方
も
多
い
の
で
す
が
、皆
さ
ん

が
本
当
に
元
気
で
、と
て
も
活
気
が
あ
る
職
場
な

の
が
す
ご
い
と
こ
ろ
で
す
。

　ま
た
、弊
社
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
向
け

の
お
弁
当
を
製
造
し
て
い
る
の
で
す
が
、一
人
一

人
の
手
に
直
接
届
く
も
の
な
の
で
、品
質
管
理
を

徹
底
し
て
い
ま
す
。『
製
造
す
る
お
弁
当
は
何
千

個
だ
っ
た
と
し
て
も
、そ
れ
を
商
品
と
し
て
手
に

し
た
方
に
と
っ
て
は
唯
一
の
お
弁
当
で
あ
る
』と

い
う
事
を
忘
れ
ず
、統
一
し
た
均
一
の
製
品
製
造

を
行
っ
て
い
ま
す
。

私が答えます！

初
心
の
人
、

  

こ
の
一
社
に
定
む
べ
し
。

フジフーズ株式会社
所在▶笠間市押辺2741-8　TEL▶0299-37-6400
事業▶食品製造

～がん ばる企 業  応 援 連 絡 会 ～

かさま企業セレクション
KASAMA-K ig you-Se lec t ion
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Hot People
最近のまちの話題をお届けします

1

全員で記念撮影

稲田石材商工業協同組合理事長
富
とみ た まさ お

田政男さん

伊藤さん

2
　
「
中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
施
行
70
周
年
及
び
中
小
企
業
団
体

の
組
織
に
関
す
る
法
律
施
行
60
周
年
記
念
式
典
」
で
、
稲
田
石
材

商
工
業
協
同
組
合
が
経
済
産
業
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
笠
間

稲
荷
門
前
通
り
や
東
京
駅
丸
の
内
駅
前
広
場
の
石
畳
に
稲
田
み
か

げ
石
が
使
用
さ
れ
た
こ
と
で
、
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
や
販
路
拡
大

が
図
ら
れ
た
実
績
な
ど
が
受
賞
の
決
め
手
と
な
り
ま
し
た
。

稲
田
石
材
商
工
業
協
同
組
合
が

経
済
産
業
大
臣
賞
を
受
賞

11
26

3
　

国
立
新
美
術
館（
東
京
都
）で
開
催
さ
れ
た
、
改
組
新
第

六
回
日
展
の
彫
刻
部
門
で
、
市
内
在
住
の
伊い

藤と
う

奏そ
う

太た

さ
ん

の
作
品
が
特
選
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

作
品
は
2
ｍ
を
超
え
る
大
き
さ
で
、
筋
肉
質
の
男
性
立

像
を
石
こ
う
で
制
作
し
＂
人
間
美
”
を
表
現
し
た
と
の
こ

と
。

　

高
校
時
代
に
彫
刻
美
術

の
世
界
に
入
り
、
昨
年

の
初
入
選
に
続
き
2
回

目
の
応
募
で
の
快
挙
に

「
受
賞
を
励
み
に
自
分

の
作
風
を
確
立
で
き
る

よ
う
制
作
を
し
て
い
き

た
い
。」
と
抱
負
を
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

日
展
彫
刻
部
門
で
特
選
受
賞

10
24

1

　
笠
間
図
書
館
で
、「
第
3
回
笠
間
市
こ
ど
も
理
科

自
由
研
究
プ
レ
ゼ
ン
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
13
作
品

27
名
の
プ
レ
ゼ
ン
者
と
司
会
者
6
名
の
児
童
が
参
加

し
ま
し
た
。

笠
間
こ
ど
も
プ
レ
ゼ
ン
大
賞

●
糸
電
話
選
手
権　
パ
ー
ト
２

　
（
笠
間
小　
塙

は
な
わ

実み

桜さ
き

、
谷や

田た

部べ

つ
か
さ
、
柏

か
し
わ

原ば
ら

奈な

央お

）

笠
間
こ
ど
も
プ
レ
ゼ
ン
優
秀
賞

● 

紙
コ
ッ
プ
ス
ピ
ー
カ
ー
を
作
ろ
う

　
～
よ
く
聞
こ
え
る
条
件
を
調
べ
る
～

　
（
宍
戸
小　
山や

ま

口ぐ
ち

さ
く
ら
）

●
身
の
回
り
に
い
る
ク
モ
の
観
察

　
（
友
部
小　
大お

お

和わ

田だ

遥は
る

生き

）

●
ご
み
か
ら
「
紙
」
へ
リ
サ
イ
ク
ル
Ⅱ

　（
岩
間
第
一
小　
仲な

か

山や
ま

愛あ
い

莉り

、
鈴す

ず

木き

美み

空く

）

●
浄
水
器
の
し
く
み

　
身
近
な
物
で
浄
水
器
は
作
れ
る
の
か
？

　
（
岩
間
第
一
小　
山や

ま

越こ
し

拓た
く

弥み

、
長は

谷せ

川が
わ

太た
い

思し

、
森も

り

田た

菜な

花か

）

●
ア
リ
ジ
ゴ
ク
の
食
事
調
査

　
（
岩
間
第
三
小　
阿あ

部べ

彩あ
や

香か

、
伊い

藤と
う

夢ゆ
め

乃の

）

こ
ど
も
理
科
自
由
研
究
プ
レ
ゼ
ン
大
会

11
10

2

3　

44回 関東地区
空手道選手権大会

11月4日（月） 船橋市総合体育館
　　　　　　 （千葉県）

【個人戦 中学2年生 女子 組手の部】
準優勝：藤

ふ じ

田
た

　凛
り ん

三　位：佐
さ

々
さ

木
き

　瑠
る

美
み

左から藤田さん、佐々木さん
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Hot People
最近のまちの話題をお届けします

6

8

4

7

5

4
　
友
部
高
校
で
は
、生
徒
が
授
業
を
選
択
す
る「
T
O
M
O
V
E

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
取
り
入
れ
ら
れ
、
そ
の
中
の
、「
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
」を
受
講
し
て
い
る
生
徒
た
ち
が
、初
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
シ
ョ
ー
を
友
部
高
校
友ゆ

う

葵き

祭さ
い

（
文
化
祭
）
で
開
催
し
ま
し

た
。

　

衣
装
作
製
や
、
外
部
講
師
を
ま
ね
い
た
メ
イ
ク
講
座

や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
講
座
な
ど
、
一
生
懸
命
準
備
を
重
ね
、

＂
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
が
好
き
”
と
い
う
み
な
さ
ん
が
楽
し
そ
う

に
取
り
組
む
姿
が
、
と
て
も
き
ら
き
ら
し
て
い
ま
し
た
。

友
部
高
校
で
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

10
26

5
　
友
部
地
区
在
住
の
中な

か

澤ざ
わ

恒つ
ね

雄お

さ
ん
が
、
全
国
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
員
研
究
協
議
会
三
重
大
会
で
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　
中
澤
さ
ん
は
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
の
人
材
育
成
や
、

数
々
の
イ
ベ
ン
ト
・
行
事
の
企
画
運
営
に
尽
力
さ
れ
、
平
成

18
年
の
合
併
時
に
は
、
新
笠
間
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協
議

会
初
代
委
員
長
と
し
て
、
地
域
に
お
け
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の

普
及
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞

11
14

6
　
大
正
時
代
に
多
く
の
方
の
足
と
し
て
運
行
さ
れ
た
人
力
の

鉄
道
「
笠
間
人
車
軌
道
」
が
地
元
有
志
に
よ
り
復
元
さ
れ
、

笠
間
駅
付
近
か
ら
市
役
所
笠
間
支
所
ま
で
の
約
1・3
㎞
の

区
間
、
希
望
者
を
乗
せ
て
運
行
し
ま
し
た
。

　
今
回
復
元
さ
れ
た
人
車
は
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

に
よ
り
製
作
さ
れ
た
も
の
で
、
木
材
も
当
時
同
様
ケ
ヤ
キ
が

用
い
ら
れ
て
い
て
重
量
は
約
4
0
0
㎏
。
大
正
時
代
の
車
両

の
姿
が
忠
実
に
再
現
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
の
シ
ン
ボ
ル

「
笠
間
人
車
軌
道
」
を
復
元

11
24

7
　
「
い
ば
ら
き
デ
ザ
イ
ン
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
2
0
1
9
」

に
、
笠
間
市
の
デ
ザ
イ
ン
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
今

年
選
定
さ
れ
た
の
は
次
の
3
件
で
す
。

写
真
上
か
ら

■
焼
成
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
優
れ
た
陶
芸
用
ガ
ス
窯

　
（
株
式
会
社
大
築
窯
炉
工
業
）

■
竹
コ
ー
ヒ
ー
ド
リ
ッ
パ
ー（
み
む
ら
フ
ァ
ー
ム
工
房
）

■
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
い
わ
ま
「
あ
た
ご
」

　
（
笠
間
市
／
株
式
会
社
河
野
正
博
建
築
設
計
事
務
所
）

茨
城
の
優
れ
た
デ
ザ
イ
ン
に
選
定
！

10
10

8
　
平
成
4
年
4
月
創
立
の
友
部
相
撲
少
年
団
が
、
県
内
相
撲
部
門
で
初

め
て
「
少
年
少
女
武
道
優
良
団
体
」

と
し
て
認
定
さ
れ
、
靖
国
神
社
相
撲

場
で
7
月
に
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
受
賞
を
受
け
、
村む

ら

上か
み

寿ひ
さ
し之

代
表
は

「
団
を
率
い
て
今
年
で
創
立
28
年
目
。

現
在
団
員
数
は
16
名
で
活
動
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
が
評

価
さ
れ
た
こ
と
は
と
て
も
嬉
し
く
、

こ
れ
か
ら
も
相
撲
を
盛
り
上
げ
る
た

め
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。」
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

県
内
初
！
友
部
相
撲
少
年
団
が
相
撲
部
門
で

武
道
優
良
団
体
に
認
定

教育長と中澤委員 集合写真市長と地元有志のみなさん

友部相撲少年団員とともに。
中央が村上さん
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1
　
ラ
グ
ビ
ー
W
杯
2
0
1
9
全
日
本
代
表
の
福ふ

く

岡お
か

堅け
ん

樹き

選
手
、
松ま

つ

田だ

力り
き

也や

選
手
と
全
日
本
代
表
チ
ー

ム
ト
レ
ー
ナ
ー
の
青あ

お

野の

淳じ
ゅ
ん

之の

介す
け

さ
ん
が
笠
間
中
学
校
を
訪
れ
、「
夢
授
業
！
日
本
ラ
グ
ビ
ー
代
表
選

手
と
が
っ
ち
り
ス
ク
ラ
ム
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ラ
グ
ビ
ー
ボ
ー
ル
を
実
際
に
使
っ
た
投
げ
方
の
指
導
も
行
わ
れ
、
全
員
と
ハ
イ
タ
ッ
チ
す
る
と
会

場
は
大
盛
り
上
が
り
。

　
最
後
に
3
人
か
ら
子
ど
も
た
ち
に
対
し
、「
夢
と
希
望
を
あ
き
ら
め
な
い
で
、
努
力
し
て
ほ
し
い
。

必
ず
道
は
ひ
ら
け
る
と
信
じ
て
。」
と
エ
ー
ル
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表
選
手
と
が
っ
ち
り
ス
ク
ラ
ム

11
19

2
　
笠
間
小
学
校
で
、
元
プ
ロ
野
球
選
手
で
U
12
日
本
代
表
監
督
の
仁に

志し

敏と
し

久ひ
さ

さ
ん
に
よ
る
講
演
会

「
ド
リ
ー
ム
リ
ー
ガ
ー 

～
君
の
夢
☆
今
、
走
り
出
す
！
～
」
と
野
球
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
講
演
会
で
は
、
子
ど
も
達
へ
の
指
導
に
お
い
て
、
野
球
技
術
だ
け
で
な
く
自
分
で
考
え
て
行
動
で

き
る
よ
う
な
自
立
の
促
進
を
心
掛
け
て
い
る
、
と
い
っ
た
ご
自
分
の
指
導
方
針
や
、
常
総
学
院
時
代

の
木
内
監
督
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

　
野
球
教
室
に
は
、市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
や
リ
ト
ル
リ
ー
グ
に
所
属
す
る
約
50
名
の
野
球
少
年・

少
女
が
参
加
し
、
走
塁
の
ポ
イ
ン
ト
や
グ
ロ
ー
ブ
の
使
い
方
な
ど
、
直
接
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
健
全
な
心
と
身
体
を
育
て
る

11
30

左から、青野トレーナー、松田選手、福岡選手
1

2

ボールの握り方を指導する仁志さん
34　

親子でおもちゃづくりの様子アイリッシュハープ体験

4
　
笠
間
市
文
化
協
会
が
毎
年
開
催
し
て
い
る
、
幼
児
か
ら
大
人
ま
で
が
参
加
で
き
る
親
子
交
流
・
三

世
代
交
流
を
目
的
と
し
た
体
験
型
文
化
祭
「
第
12
回
Y
o
u
・
遊
文
化
ス
ク
ー
ル
」
が
友
部
公
民
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
茶
道
や
茶
の
湯
体
験
、
ミ
ニ
盆
栽
づ
く
り
、
紙
飛
行
機
工
作
な
ど
の
も
の
作
り
体
験

の
ほ
か
、子
ど
も
俳
句
大
会
や
ジ
ュ
ニ
ア
短
歌
大
会
、普
段
は
触
れ
る
こ
と
の
な
い「
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ・

ハ
ー
プ
」
体
験
や
、
ス
ク
エ
ア
ス
テ
ッ
プ
・
高
齢
者
の
転
倒
予
防
・
認
知
機
能
向
上
と
体
力
づ
く
り

の
た
め
の
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
な
ど
、
文
化
体
験
を
通
し
て
お
互
い
に
交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
。

Y
o
u
・
遊
文
化
ス
ク
ー
ル
を
開
催

11
9

3
　
「
い
い
お
産
の
日
」
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
「
か
さ
ま
み
ら
い
フ
ェ
ア
」
を
行
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
大
人
と
子
ど
も
84
人
が
参
加
し
、
ハ
イ
ハ
イ
レ
ー
ス
、
絵
本
「
ぴ
よ
ー
ん
」
で
赤
ち
ゃ

ん
ア
ー
ト
、
親
子
で
お
も
ち
ゃ
づ
く
り
、
フ
レ
ー
ム
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
作
り
な
ど

と
、
手
作
り
お
や
つ
を
食
べ
な
が
ら
の
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

か
さ
ま
み
ら
い
フ
ェ
ア
を
実
施

11
2
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8
　
笠
間
遊
技
場
組
合
よ
り
30
万
円
の
寄
付
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
笠
間
遊
技
場
組
合
か
ら
は
毎
年
寄

付
を
い
た
だ
い
て
い
て
、
そ
の
寄
付
金
等
で
設
置

し
た
防
犯
カ
メ
ラ
に
よ
っ
て
、
ひ
き
逃
げ
事
件
が

解
決
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
東と

う

原は
ら

宝た
か
ら

組
合
長
は
「
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
に
、
地
域
の
防
犯
、
防
災
、
交
通
安
全

等
の
活
動
に
役
立
て
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　
今
回
い
た
だ
い
た
寄
付
金
は
、
犯
罪
の
抑
止
力

と
し
て
の
防
犯
活
動
費
用
の
一
部
と
し
て
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
活
動

に
対
す
る
寄
付

11
28

9
　
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
チ
ケ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
岩
間
は
、

浜
名
湖
競
艇
企
業
団（
静
岡
県
浜
松
市
お
よ
び
湖

西
市
）が
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
法
に
基
づ
き
開

場
し
て
い
る
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
の
場
外
発
売
場
で

す
。

　
同
企
業
団
か
ら
は
、
市
と
の
協
定
に
基
づ
き
毎

年
売
上
の
一
部（
平
成
30
年
度
は
約
４
４
９
７
万

円
）が
地
域
貢
献
の
一
環
と
し
て
支
払
わ
れ
、
市
で

は
行
政
運
営
の
貴
重
な
財
源
と
し
て
活
用
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、「
笠
間
の
菊
ま
つ
り
」
期
間
中
に
は
菊

を
展
示
し
、来
場
者
へ
菊
ま
つ
り
の
P
R
を
行
い
、

毎
月
１
回
の
施
設
周
辺
の
清
掃
に
よ
り
環
境
美
化

に
貢
献
す
る
な
ど
、
地
元
か
ら
愛
さ
れ
る
施
設
を

目
指
し
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
の
売
上
が

地
域
貢
献
に
！

11
19

7
　
イ
チ
カ
ワ
㈱
岩
間
工
場
の
諸
川
工
場
長
が
市
を
訪
れ
、

「
創
業
70
周
年
に
伴
う
慈
善
活
動
と
し
て
、
障
害
福
祉
施

策
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
30
万
円
を
寄
付
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
い
た
だ
い
た
寄
付
金
は
、
障
が
い
者
の
意
思
疎
通
環
境

向
上
の
た
め
に
使
用
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ー
ド

や
「
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
の
集
い
」
の
運
営
備
品
の
購
入

等
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た

11
12

6
　

岩
間
地
区
の
物
流
セ
ン
タ
ー
「
イ
ト
キ
ン
株
式
会
社
」

S
C
M
部
の
宮
澤
課
長
と
佐
野
さ
ん
が
、近
況
報
告
と
ア
ー

ト
フ
ラ
ワ
ー
の
P
R
に
市
を
表
敬
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
も
に
衣
料
品
の
製
造
販
売
を
行
っ
て
い
る
イ
ト

キ
ン
で
す
が
、
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー（
造
花
）ブ
ラ
ン
ド

「E

エ
�
ミ
�
リ
�
オ

M
ILIO

 R

ロ
�
バ

O
BBA

」
も
扱
っ
て
い
て
、
今
回
Ｐ
Ｒ
を

兼
ね
て
、
市
に
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
が

寄
贈
さ
れ
ま
し
た

右から、イチカワ㈱岩間工場の諸川工場長、
山口市長

7

89

右から東原組合長、山口市長ボートレースチケットショップ岩間　施設の様子

6

右からイトキン株式会社 SCM 部課長 宮澤さん、
山口市長、イトキン株式会社 SCM 部 佐野さん

5

表彰状を手にする山口市長

5
　
笠
間
市
の
「
空
家
へ
の
取
り
組
み
」
が
評
価
さ
れ
、
国

土
交
通
省
か
ら
「
第
31
回
住
生
活
月
間
功
労
者
住
宅
局
長

表
彰
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
早
く
か
ら
「
空
家・空
地
バ
ン
ク
制
度
」
に
取
り
組
み
、

関
係
団
体
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
活
性
化
さ
せ
て
き
た
こ

と
、
バ
ン
ク
の
成
約
率
が
約
8
割
と
高
い
こ
と
、
空
家
の

除
去
・
利
活
用
を
推
進
し
て
き
た
こ
と
な
ど
が
評
価
さ
れ

ま
し
た
。

国
土
交
通
省
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た

10
12
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活動拠点 南山スポーツ公園野球場
練習日時 土曜、日曜、祝祭日（午前中もしくは一日）
チームの特徴　学校・学年・男女関係なくみんな仲良しのチームです！
目　　標　6年生は3月で卒団するので、残りの試合全部勝つことです。

5年生以下の新チームは全日本学童野球大会で茨城県代表
になることが目標です。

主な成績　第15回城里町長杯学童野球大会総合優勝
日本ハム杯関東学童野球大会県大会ベスト16（5年生以下大会）
第57回茨城県学童ジュニア野球大会準優勝（4年生以下大会）

その他の活動　バーベキュー大会など楽しいイベントがたくさんあります！

団長として団員も、保護者も、指導者
もみんなが明るく楽しく活動ができる
ような場づくりを心掛けています。
団員は随時募集しています。初心者大
歓迎！小学生であればどなたでも入団
できますので野球が好きな子、興味が
ある子はぜひ体験に来てください。

－ スポーツ少年団 －
青少年の健全育成のためスポーツ少年
団は、東京五輪（1964年）の2年前に創
設されました。同じ年の子どもと同じ目
標に向かって走ったり、学年の違う子ど
もとも触れあったりできます。

高野 雅晴 団長高野 雅晴 団長
たか  の    まさ はるたか  の    まさ はる

代表指導者

野球の技術はもちろんのこと、社会性
や礼儀・礼節を身につけること、自主
性を重んじた指導を重視しています。
将来的に思いやりのある豊かな人間と
なってくれることを期待して、日々子ど
も達と一緒に頑張っています。

おか  の    のぶ ひろおか  の    のぶ ひろ

岡野 信裕 監督岡野 信裕 監督

指導者

楽
し
く
野
球
を
続
け
て
ほ
し
い

　現
在
22
人
が
在
団
し
て
お
り
、
野
球
の

基
礎
か
ら
は
じ
め
、
中
学
・
高
校
・
そ
れ

以
降
と
楽
し
く
野
球
を
続
け
ら
れ
る
こ
と

を
目
ざ
し
て
練
習
を
重
ね
て
い
ま
す
。
監

督
を
は
じ
め
た
く
さ
ん
の
コ
ー
チ
が
子
ど

も
た
ち
の
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
指
導
し
て
く

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
野
球
だ
け
で
な
く
誰

に
対
し
て
も
気
持
ち
良
く
大
き
な
声
で
あ

い
さ
つ
・
返
事
が
出
来
る
よ
う
心
が
け
て

い
ま
す
。

O
N
E 

T
E
A
M
と
な
っ
て

　こ
こ
数
年
は
成
果
が
現
れ
、
地
区
予
選

を
突
破
し
て
目
標
の
県
大
会
に
出
場
す
る

こ
と
も
で
き
ま
し
た
！
毎
年
11
月
末
に
は

20
チ
ー
ム
参
加
の
大
会
を
主
催
し
て
い
て
、

参
加
チ
ー
ム
と
の
親
睦
を
深
め
る
と
と
も

に
青
少
年
の
健
全
育
成
、
少
年
野
球
の
普

及
・
技
術
の
向
上
を
目
ざ
し
て
い
ま
す
。
野

球
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
は
一
人
で
は
出
来
ま
せ

ん
。一
緒
に
汗
を
流
し
た
仲
間
、
サ
ポ
ー
ト

し
て
く
れ
る
保
護
者
、
熱
心
に
指
導
し
て

く
れ
る
指
導
者
が
O
N
E 

T
E
A
M
と

な
っ
て
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

指
導
方
針
・
モ
ッ
ト
ー

団
の
Ｐ
Ｒ

笠間クラブ野球スポーツ少年団笠間クラブ野球スポーツ少年団
第9回スポーツ少年団に

密着インタビュー！

指導者コメント

自分が声を出すこ
とでみんなも声を
出し、チームの雰囲
気が良くなるよう、
誰よりも大きな声
を出すことを心がけ
ています。

渡部 陽路くん渡部 陽路くん
小学6年生小学6年生

わた  べ　   ひ　 ろわた  べ　   ひ　 ろ

キャプテン

たか の まさはる

お
互
い
に
協
力
し
あ
い
、
自
分
た
ち
で
実
践
す
る
こ
と
で
、

心
身
と
も
に
健
や
か
で
豊
か
な
人
間
形
成
に
役
立
て
る

　毎月末、保健センター（地域医療センターかさま内）での一歳児相談の際に、写真撮影を行っています。
ご希望の方は、当日秘書課職員にお気軽にお声掛けください。
※撮影した写真は広報紙「広報かさま」や市公式Facebook等のSNSで使用させていただきます。

【問い合わせ】 秘書課　広報戦略室（内線225）

母 史歩さん母 友香さん

笑顔いっぱいで
大きくなあれ！元気に育ってね

母 由香里さん

杏莉ちゃんの
笑顔が大好き♡

母 栞里さん

1才おめでとう!!
元気にたくさん

あそぼうね。

仲良く
大きくなってね!!

母 暢子さん

モリモリ
たくさん食べて

元気に育ってね♡

母 亜希子さん

すくすく
大きくなってね。

母 由香理さん 姉 優月ちゃん

元気に仲良くね！
すくすく

育ってね！

母 美希さん

齊藤 陸人 くん
りくとさいとう

11月生まれ

10月生まれ

10月生まれ 11月生まれ

10月生まれ 11月生まれ

11月生まれ

母 あゆみさん

ニコニコ笑顔が
大好きだよ♡

鈴木 絢斗 くん
けんとすずき

11月生まれ

10月生まれ

10月生まれ

萩原 杏莉 ちゃん
あんりはぎわら

藤岡 楓 ちゃん
かえでふじおか

入野 拓実  くん
たくみいりの美留町 茉由莉 ちゃん

　　　 優花里 ちゃん

まゆり

ゆかり

びるまち

長堀 真奈 ちゃん
まなながほり

川島 健くん
たけるかわしま

小林 眞大 くん
まひろこばやし

野村 晴乃 ちゃん
はるののむら

母 梢さん
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活動拠点 南山スポーツ公園野球場
練習日時 土曜、日曜、祝祭日（午前中もしくは一日）
チームの特徴　学校・学年・男女関係なくみんな仲良しのチームです！
目　　標　6年生は3月で卒団するので、残りの試合全部勝つことです。

5年生以下の新チームは全日本学童野球大会で茨城県代表
になることが目標です。

主な成績　第15回城里町長杯学童野球大会総合優勝
日本ハム杯関東学童野球大会県大会ベスト16（5年生以下大会）
第57回茨城県学童ジュニア野球大会準優勝（4年生以下大会）

その他の活動　バーベキュー大会など楽しいイベントがたくさんあります！

団長として団員も、保護者も、指導者
もみんなが明るく楽しく活動ができる
ような場づくりを心掛けています。
団員は随時募集しています。初心者大
歓迎！小学生であればどなたでも入団
できますので野球が好きな子、興味が
ある子はぜひ体験に来てください。

－ スポーツ少年団 －
青少年の健全育成のためスポーツ少年
団は、東京五輪（1964年）の2年前に創
設されました。同じ年の子どもと同じ目
標に向かって走ったり、学年の違う子ど
もとも触れあったりできます。

高野 雅晴 団長高野 雅晴 団長
たか  の    まさ はるたか  の    まさ はる

代表指導者

野球の技術はもちろんのこと、社会性
や礼儀・礼節を身につけること、自主
性を重んじた指導を重視しています。
将来的に思いやりのある豊かな人間と
なってくれることを期待して、日々子ど
も達と一緒に頑張っています。

おか  の    のぶ ひろおか  の    のぶ ひろ

岡野 信裕 監督岡野 信裕 監督

指導者

楽
し
く
野
球
を
続
け
て
ほ
し
い

　現
在
22
人
が
在
団
し
て
お
り
、
野
球
の

基
礎
か
ら
は
じ
め
、
中
学
・
高
校
・
そ
れ

以
降
と
楽
し
く
野
球
を
続
け
ら
れ
る
こ
と

を
目
ざ
し
て
練
習
を
重
ね
て
い
ま
す
。
監

督
を
は
じ
め
た
く
さ
ん
の
コ
ー
チ
が
子
ど

も
た
ち
の
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
指
導
し
て
く

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
野
球
だ
け
で
な
く
誰

に
対
し
て
も
気
持
ち
良
く
大
き
な
声
で
あ

い
さ
つ
・
返
事
が
出
来
る
よ
う
心
が
け
て

い
ま
す
。

O
N
E 
T
E
A
M
と
な
っ
て

　こ
こ
数
年
は
成
果
が
現
れ
、
地
区
予
選

を
突
破
し
て
目
標
の
県
大
会
に
出
場
す
る

こ
と
も
で
き
ま
し
た
！
毎
年
11
月
末
に
は

20
チ
ー
ム
参
加
の
大
会
を
主
催
し
て
い
て
、

参
加
チ
ー
ム
と
の
親
睦
を
深
め
る
と
と
も

に
青
少
年
の
健
全
育
成
、
少
年
野
球
の
普

及
・
技
術
の
向
上
を
目
ざ
し
て
い
ま
す
。
野

球
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
は
一
人
で
は
出
来
ま
せ

ん
。一
緒
に
汗
を
流
し
た
仲
間
、
サ
ポ
ー
ト

し
て
く
れ
る
保
護
者
、
熱
心
に
指
導
し
て

く
れ
る
指
導
者
が
O
N
E 

T
E
A
M
と

な
っ
て
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

指
導
方
針
・
モ
ッ
ト
ー

団
の
Ｐ
Ｒ

笠間クラブ野球スポーツ少年団笠間クラブ野球スポーツ少年団
第9回スポーツ少年団に

密着インタビュー！

指導者コメント

自分が声を出すこ
とでみんなも声を
出し、チームの雰囲
気が良くなるよう、
誰よりも大きな声
を出すことを心がけ
ています。

渡部 陽路くん渡部 陽路くん
小学6年生小学6年生

わた  べ　   ひ　 ろわた  べ　   ひ　 ろ

キャプテン

たか の まさはる

お
互
い
に
協
力
し
あ
い
、
自
分
た
ち
で
実
践
す
る
こ
と
で
、

心
身
と
も
に
健
や
か
で
豊
か
な
人
間
形
成
に
役
立
て
る
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E-m
ail

　info@
city.kasam

a.lg.jp

https://www.city.kasama.lg.jp/mobile/

人口と世帯数
《常住人口12.1現在》 

（　）内は前月比較

●人　口：
　男
　女

●世帯数：29,151世帯（＋68世帯）
●10月の出生数：26人
●10月の死亡数：89人

74,285人（－15人）
36,362人（－11人）
37,923人（－ 4人）

◯広報かさまに掲載されているあなたの写真を差し上げます。お問い合わせは秘書課（内線225）まで。
◯市ホームページモバイル版では、行政・災害などのさまざまな情報をお届けしています。

令和2年1月9日発行

広報かさまが
スマートフォン
で読めます

あけまして おめでとう！！

https://www.city.kasama.lg.jp/https://www.city.kasama.lg.jp/
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